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ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
作
「
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
の
キ
リ
ス
ト
」
の
主
題
に
つ
い
て

中

江

彬

は
　
じ
　
め
　
に

　
ロ
ー
マ
の
パ
ン
テ
オ
ン
の
す
ぐ
近
く
の
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
ソ
ー
プ
ラ
・
ミ
ネ

ル
ヴ
ァ
教
会
の
主
祭
壇
左
脇
の
柱
の
前
に
は
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
彫
刻
「
ミ
ネ

ル
ヴ
ァ
の
キ
リ
ス
ト
」
（
図
1
）
が
高
い
台
の
上
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は

十
字
架
を
持
つ
等
身
大
の
キ
リ
ス
ト
裸
体
立
像
と
い
う
だ
け
の
一
五
一
四
年
の
注

文
で
制
作
が
開
始
さ
れ
、
そ
の
造
形
方
法
は
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
自
由
に
委
ね
ら

れ
た
。
最
初
の
作
品
は
石
目
の
せ
い
で
、
失
敗
し
て
し
ま
い
、
そ
の
た
め
に
石
を

も
う
一
度
注
文
し
て
再
開
さ
れ
た
。
し
か
し
、
制
作
は
遅
れ
て
、
一
五
一
九
年
か

ら
一
五
二
〇
年
頃
に
一
応
制
作
さ
れ
た
が
、
設
置
ま
で
に
は
修
正
作
業
が
他
の
芸

術
家
に
任
せ
ら
れ
た
。
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
は
完
成
作
品
に
不
満
で
あ
っ
た
が
、
再

び
完
成
が
遅
れ
る
こ
と
を
心
配
し
た
委
嘱
者
の
意
志
で
、
そ
の
作
品
は
一
五
一
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
十
一
月
二
七
日
に
そ
の
教
会
に
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
彫
像
は
、
コ
ン
ト
ラ
ポ
ス

ト
の
立
像
で
、
右
手
で
大
き
な
十
字
架
を
支
え
る
。
こ
の
作
品
の
模
作
の
殆
ど
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　

腰
布
を
彫
込
ま
れ
た
よ
う
に
、
聖
痕
の
な
い
極
度
に
磨
か
れ
た
全
裸
の
キ
リ
ス
ト

像
は
、
伝
統
的
な
図
像
か
ら
逸
脱
し
て
い
て
、
異
常
に
見
え
る
。
頭
髪
は
「
ヴ
ァ

テ
ィ
カ
ン
の
ピ
エ
タ
」
の
よ
う
に
中
央
か
ら
分
か
れ
、
淡
く
髭
が
彫
ら
れ
た
顔
は

や
や
右
下
を
凝
視
す
る
。
こ
の
作
品
に
つ
い
て
、
伝
記
作
者
の
う
ち
コ
ン
デ
ィ
ヴ
ィ

は
何
も
語
ら
ず
、
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
は
そ
の
設
置
場
所
を
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
教
会
の
主
祭
壇

の
脇
と
書
き
、
彫
刻
を
絶
賛
し
た
だ
け
で
、
主
題
に
つ
い
て
は
《
十
字
架
を
持
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

裸
の
キ
リ
ス
ト
》
と
簡
単
に
記
述
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
今
日
、
そ
の
作
品
は
委
嘱

者
メ
テ
ル
ロ
・
ヴ
ァ
ー
リ
の
一
五
三
二
年
の
手
紙
に
基
づ
き
〈
復
活
の
キ
リ
ス
ト
〉

　
　
　
　
　
ぞ
　

と
呼
ば
れ
る
が
、
そ
の
図
像
は
、
従
来
の
復
活
図
と
は
随
分
異
な
り
、
そ
の
題
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

で
理
解
さ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
大
い
に
議
論
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
彫

図
1

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
作
「
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
の
キ
リ
ス
ト
」

（
謹
㊤
三
層
切
。
日
。
ω
．
ζ
碧
鼠
。
。
8
二
王
話
署
9
）
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像
の
不
可
解
な
主
題
お
よ
び
制
作
意
義
を
考
察
し
て
み
た
い
。

一、

L
リ
ス
ト
と
十
字
架

　
《
十
字
架
を
持
つ
裸
の
キ
リ
ス
ト
像
》
と
い
う
依
頼
は
何
ら
か
の
手
本
を
想
起

さ
せ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
図
像
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ

は
、
十
字
架
運
搬
と
い
っ
た
生
前
の
キ
リ
ス
ト
を
別
に
す
れ
ば
、
〈
キ
リ
ス
ト
の

復
活
〉
や
く
聖
母
の
前
に
現
れ
た
キ
リ
ス
ト
〉
や
く
リ
ン
ボ
の
キ
リ
ス
ト
〉
、
さ

ら
に
聖
書
以
外
の
主
題
と
し
て
の
く
救
世
主
の
血
〉
と
く
忍
耐
の
キ
リ
ス
ト
〉
と

く
十
字
架
を
担
う
キ
リ
ス
ト
〉
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
主
題
の
う
ち
で
、
「
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
の
キ
リ
ス
ト
」
に
似
た
立
像
と
し

て
は
、
シ
エ
ナ
で
活
躍
し
、
フ
ラ
・
ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
な
ど
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
派
に

影
響
を
及
ぼ
し
た
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
デ
ィ
・
パ
ウ
ロ
の
「
忍
耐
の
キ
リ
ス
ト
と
栄

光
の
キ
リ
ス
ト
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

（
図
2
、
o
。
一
辺
P

℃
ぎ
㊤
O
O
け
O
O
g

Z
⇔
旦
。
ロ
巴
①
）

が
挙
げ
ら
れ

　
こる
。
こ
こ
で

は
、
人
間
と

し
て
の
キ
リ

ス
ト
と
神
性

を
そ
な
え
た
キ

リ
ス
ト
と
が
対

比
さ
れ
、
画
面

図2　ジョヴァンニ・ディ・パウロ作
「忍耐のキリストと栄光のキリスト」
（ca，1426，　Siena，　Pinacoteca　Nazionale

下
部
に
は
裁
か
れ
る

人
間
が
小
さ
く
描
か

れ
て
い
る
。
こ
の
絵

画
に
お
け
る
く
忍
耐

の
キ
リ
ス
ト
V
は
、

ほ
ぼ
裸
体
で
、
前
に

置
い
た
巨
大
な
十
字

架
を
両
手
で
支
え
、

胸
の
前
を
横
切
る
腕

作
恥．
薦

刈面舳
の待

望
旧ジ
留
騰

や
幾
分
下
げ
た
頭
、
さ
ら
に
は
一
歩
前
に
踏
出
し
た
右
脚
の
モ
テ
ィ
～
フ
が
「
ミ

ネ
ル
ヴ
ァ
の
キ
リ
ス
ト
」
に
似
て
い
る
う
え
に
、
こ
の
画
家
の
「
最
後
の
審
判
・

天
国
・
地
獄
」
（
0
0
一
①
口
帥
　
　
勺
一
口
卑
O
O
け
①
O
㊤
　
　
　
　
噂
）
と
と
も
に
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
「
最
後

の
審
判
」
の
先
駆
け
を
な
し
て
い
る
こ
と
で
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
大
き
な
十
字
架
を
持
つ
像
は
、
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ペ
リ
ー
二
の
絵
画

「
救
世
主
の
血
」
（
図
3
、
乞
暮
一
8
巴
Ω
巴
巨
ざ
い
。
民
。
昌
）
や
カ
ル
ロ
・
ク
リ

ヴ
ェ
リ
（
O
O
●
　
一
ら
ω
O
－
O
㊤
・
　
一
α
O
O
）
の
「
救
世
主
の
血
を
拝
受
す
る
聖
フ
ラ
ン
チ
ェ

ス
コ
」
（
ζ
臣
。
o
℃
o
窪
－
勺
o
N
島
｝
ζ
一
一
き
。
）
が
あ
る
。
グ
ア
ッ
ツ
ォ
ー
二
は
最
近
、

こ
れ
ら
と
同
じ
図
像
が
一
五
二
二
年
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
版
『
キ
リ
ス
ト
の
ま
ね
び

（一

}
詳
震
δ
器
巳
〇
二
。
。
8
）
』

の
扉
絵
（
図
4
）
に
登
場
し
た

こ
と
か
ら
、
そ
の
著
書
の
第
十

五
章
の
《
あ
な
た
の
本
来
の
神

聖
な
姿
を
拝
す
る
こ
と
は
、
わ

た
し
に
は
堪
え
ら
れ
な
い
の
で

す
。
そ
こ
で
あ
な
た
は
、
サ
ク

図4　「キリストの
まねび」の木版扉絵
（1523，Firenze）
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ラ
メ
ン
ト
（
秘
跡
）
の
中
に
ご
自
身
を
隠
し
て
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
た
し
の

弱
さ
を
助
け
よ
う
と
さ
れ
た
の
で
す
（
由
木
康
訳
）
》
を
引
用
し
て
、
こ
の
彫
刻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ロ

の
制
作
意
義
を
推
定
し
た
。
つ
ま
り
『
キ
リ
ス
ト
の
ま
ね
び
』
で
の
秘
跡
の
〈
聖

餐
拝
受
〉
と
、
こ
の
彫
像
の
安
置
場
所
の
壁
塗
が
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
礼
拝
堂
の
横
で

あ
る
こ
と
の
関
係
か
ら
、
こ
の
彫
像
が
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
へ
の
誘
導
意
義
を
も
つ
と

い
う
。
し
か
し
、
そ
の
扉
絵
が
彫
像
の
模
写
で
も
な
い
の
で
、
作
品
の
特
殊
性
を

図
像
上
で
説
明
し
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
の
現
代
の
グ
ア
ッ
ツ
ォ
ー
二
以
上
の
説
得
力
の
あ
る
解
釈
は
、
一
五
四
五
年

と
翌
年
に
ロ
ー
マ
を
訪
問
し
た
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
画
家
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
の
一
五

五
五
年
頃
の
作
品
「
聖
母
の
前
に
現
れ
た
キ
リ
ス
ト
」
（
図
5
、
ζ
巴
。
一
ρ
の
き
富

ζ
零
墨
）
で
な
さ
れ
た
。
キ
リ
ス
ト
背
後
の
人
物
は
十
字
架
を
「
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
の

キ
刀
ス
ト
」
と
同
じ
所
作
で
持
つ
し
、
キ
リ
ス
ト
の
肉
体
は
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の

キ
リ
ス
ト
像
の
模
写
で
あ
る
。
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
は
「
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
の
キ
リ
ス
ト
」

の
一
つ
の
動
作
を
キ
リ
ス
ト
の
聖
母
へ
の
動
作
と
従
者
の
所
作
と
の
二
つ
の
行
為

に
分
解
し
て
し
ま
い
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
不
可
解
な
図
像
を
明
解
な
「
聖
母
の

前
の
キ
リ
ス
ト
」
に
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
彫
像
が
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
神
殿

の
上
に
建
て

ら
れ
た
聖
母

教
会
に
あ
る

こ
と
か
ら
、

祭
壇
左
の
立

像
が
あ
た
か

も
聖
母
の
左

手
に
現
れ
た

キ
リ
ス
ト
と

図5　ティッィアーノ作「聖母の前
　　　に現れたキリスト」
（ca，1555，　Medole，　San七a　Maria）

解
釈
さ
れ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
が
、
し
か
し
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
彫
像
が

〈
聖
母
の
前
の
キ
リ
ス
ト
〉
と
断
定
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
テ
ィ

ツ
ィ
ア
ー
ノ
は
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
へ
の
敬
意
を
示
す
と
と
も
に
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
の
カ
ル
メ
ル
会
の
メ
ド
r
レ
聖
堂
参
事
教
会
（
℃
匿
。
毒
近
く
）
の
教
義
を
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

り
や
す
く
解
説
す
る
た
め
に
利
用
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
テ
ィ

ツ
ィ
ア
ー
ノ
の
絵
画
で
気
に
か
か
る
の
は
、
従
来
の
絵
画
に
稀
に
し
か
現
れ
な
い

十
字
架
を
担
ぐ
裸
者
が
従
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
は
三
章
で
考
察
し
た
い
。

　
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
イ
ズ
は
、
新
し
い
キ
リ
ス
ト
像
に
つ
い
て
解
説
す
る
た
め
に
、

テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
の
「
聖
母
の
前
に
現
れ
た
キ
リ
ス
ト
」
と
十
五
世
紀
の
同
主
題

の
ド
イ
ツ
木
版
画
（
図
6
）
を
比
較
し
た
が
、
そ
の
木
版
画
で
は
キ
リ
ス
ト
は
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ
ロ

手
を
開
い
て
、
手
か
ら
血
を
滴
ら
せ
る
。
そ
の
手
の
挙
げ
方
は
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ

の
絵
画
の
キ
リ
ス
ト
と
同
じ
で
あ
り
、
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
が
、
古
い
図
像
を
参
考

に
し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
、
と
と
も
に
、
〈
救
世
主
の
血
〉
と
の
関
連
を
看
破
し

た
こ
と
を
も
示
す
。
お
そ
ら
く
、
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
や
現
代
の
グ
ア
ッ
ツ
ォ
ー
二

に
よ
る
解
釈
が
常
識
の
範
囲
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
の
キ
リ
ス
ト
」
で
は
、
十
字
架
だ
け
で
な
く
、
他
の
多
く
の
受

難
具
を
持
つ
。
こ
の
よ
う
な
要
素
を
重
視
す
れ
ば
、
そ
れ
は
別
の
テ
ー
マ
で
は
な

い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
画
」

あ
る
。
し
か
し
メ
テ
ル
ロ
・

ヴ
ァ
ー
リ
の
一
五
三
二
年
六

月
一
日
付
け
の
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ

ロ
宛
書
簡
で
は
《
津
σ
q
口
調
…

O
げ
Φ
h
帥
鼠
幻
①
ω
仁
お
N
δ
昌
①
臼

乞
。
の
需
o
o
。
幽
き
『
①
臼
①
曽
9
憎

。・

W
》
と
書
か
れ
た
と
い
う

図6　十五世紀末のドイツ版
「聖母の前に現れたキリスト

一23一



こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
の
キ
リ
ス
ト
」
と
関
係
す
る
と
多
く
の
研

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　

究
者
た
ち
は
見
て
い
る
。
し
か
し
、
バ
ロ
ッ
キ
と
リ
ス
ト
r
り
の
編
纂
に
な
る

『
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
手
紙
皿
』
（
b
．
自
α
）
に
は
、
よ
く
引
用
さ
れ
る
そ
の
言
葉

が
見
当
た
ら
ず
、
そ
の
註
に
も
、
そ
の
欠
如
の
理
由
が
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
と

す
れ
ば
、
そ
の
言
葉
は
、
後
の
注
釈
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
だ
か
ら
、
〈
復

活
の
キ
リ
ス
ト
〉
説
は
、
あ
ま
り
強
烈
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
し
か
も
、
〈
復

活
の
キ
リ
ス
ト
V
が
多
く
の
受
難
具
を
持
つ
の
も
不
思
議
で
あ
る
。

二
、
リ
ン
ボ
の
キ
リ
ス
ト

　
本
章
で
は
く
リ
ン
ボ
の
キ
リ
ス
ト
〉
と
の
関
連
を
考
察
し
た
い
。
「
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

の
キ
リ
ス
ト
」
が
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
弟
子
ウ
ル
ビ
～
ノ
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た

と
き
、
そ
の
作
品
の
修
正
を
要
求
し
た
の
は
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ー
ノ
・
デ
ル
・
ピ
オ

ン
ボ
で
あ
り
、
そ
の
作
品
の
監
督
者
の
よ
う
な
役
割
を
演
じ
て
い
た
。
こ
の
作
品

の
委
嘱
は
一
五
一
四
年
に
な
さ
れ
て
い
る
が
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
デ
ル
・
ピ
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

ン
ボ
と
の
交
友
開
始
は
、
一
五
＝
一
年
末
か
ら
一
五
＝
二
年
初
頭
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
交
友
開
始
時
期
と
「
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
の
キ
リ
ス
ト
」
の
委
嘱
時
期
と
の
接
近
は

注
目
に
値
す
る
。
後
に
デ
ル
・
ピ
オ
ン
ボ
は
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
素
描
を
も
ら

う
こ
と
で
自
分
の
代
表
作
を
制
作
し
た
が
、
そ
の
中
に
は
「
復
活
の
キ
リ
ス
ト
」

と
と
も
に
「
リ
ン
ボ
の
キ
リ
ス
ト
」
（
図
7
、
一
五
三
二
年
頃
、
牢
巴
P
ζ
ゆ
曾
乙
）

が
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
作
品
の
キ
リ
ス
ト
は
、
左
手
に
十
字
架
を
も
ち
、
右
脚

を
前
に
だ
し
、
前
屈
み
に
な
り
頭
を
下
げ
て
、
リ
ン
ボ
に
い
る
ア
ダ
ム
と
エ
ヴ
ァ

を
救
済
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
脚
の
踏
み
だ
し
か
た
は
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ

の
「
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
の
キ
リ
ス
ト
」
を
想
起
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
準
備
段
階
と

思
わ
れ
る
作
品
は
デ
ル
・
ピ
オ
ン
ボ
が
枢
機
卿
ジ
ュ
リ
オ
・
デ
・
メ
デ
ィ
チ
、
す

な
わ
ち
後
の
教
皇
ク
レ
メ
ン
ス
当
世
、
の
た
め
に
一
五
一
七
年
一
月
一
日
に
契
約

し
て
制
作
し
た
「
ラ
ザ
ロ
の
復
活
」
（
図
8
、
Z
9
鉱
。
轟
一
Ω
巴
一
Φ
蔓
噸
い
。
民
。
昌
）

で
あ
る
つ
こ
の
頃
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
は
、
こ
の
枢
機
卿
と
教
皇
レ
オ
十
世
の
委
嘱

で
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
サ
ン
・
ロ
レ
ン
ツ
ォ
教
会
正
面
の
設
計
に
忙
殺
さ
れ
て
い
た

が
、
デ
ル
・
ピ
オ
ン
ボ
の
そ
の
作
品
の
た
め
の
下
絵
（
図
9
－
1
0
、
ζ
ロ
ω
ひ
。

図7　セバスティアーノ・デル・ビオンボ作
「リンボのキリスト」

（ca，1532，　Madrid，　Prado）

図8　セバスティアーノ・デル・
ビオンボ作「ラザロの復活」
（1517－19，London，　NationaI

Gallery）
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し
u
o
弓
9
。
溢
し
d
塁
。
§
Φ
…

じd

?
j
。
。
げ
　
】
≦
器
霊
ヨ
噂

い
。
民
8
）
を
制
作

し
た
。
「
ラ
ザ
ロ
の

復
活
」
で
は
キ
リ
ス

ト
は
右
手
を
、
「
ミ

ネ
ル
ヴ
ァ
の
キ
リ
ス

ト
」
が
十
字
架
を
持

つ
の
と
同
様
に
、
上

に
挙
げ
て
左
下
を
見

つ
め
る
。
脚
は
「
ミ

ネ
ル
ヴ
ァ
の
キ
リ
ス

ト
」
と
は
逆
で
あ
る

が
、
一
歩
を
踏
み
出

り

ミ的b

〃“

ミケランジェロ作「ラザロの復活」図9，1塾

す
。
キ
リ
ス
ト
か
ら
手
を
指
し
出
さ
れ
た
復
活
す
る
ラ
ザ
ロ
は
「
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
の

キ
リ
ス
ト
」
の
よ
う
に
片
手
（
こ
こ
で
は
左
手
）
を
胸
の
前
で
横
切
ら
せ
る
。
つ

ま
り
、
キ
リ
ス
ト
（
復
活
さ
せ
る
者
）
と
う
ザ
ロ
（
復
活
す
る
者
）
の
動
作
が
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

緒
に
な
っ
た
の
が
「
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
の
キ
リ
ス
ト
」
の
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
。

　
「
ラ
ザ
ロ
の
復
活
」
の
委
嘱
理
由
が
、
契
約
前
年
の
一
五
一
六
年
の
ヌ
ム
ー
ル

公
ジ
ュ
リ
ア
r
ノ
・
デ
・
メ
デ
ィ
チ
（
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
は
後
に
「
メ
デ
ィ
チ
家

墓
碑
」
で
こ
の
「
ジ
ュ
リ
ア
r
ノ
像
」
を
制
作
す
る
こ
と
に
な
る
）
、
す
な
わ
ち

教
皇
レ
オ
十
世
の
弟
、
の
逝
去
に
あ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
り
、
ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　

復
活
の
祈
り
が
込
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
キ
リ
ス
ト
と
ラ
ザ
ロ
と

は
、
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
天
井
画
「
ア
ダ
ム
の
創
造
」
に
お
け
る
〈
神
〉
と

く
ア
ダ
ム
〉
と
の
関
連
が
再
現
さ
れ
、
キ
リ
ス
ト
の
手
が
ラ
ザ
ロ
を
復
活
さ
せ
る
。

こ
の
神
の
創
造
行
為
は
、
キ
リ
ス
ト
に
よ
る
死
者
の
復
活
の
行
為
へ
と
つ
な
が
り
、

ひ
い
て
は
そ
の
行
為
の
現
実
的
な
現
れ
と
し
て
〈
リ
ン
ボ
の
キ
リ
ス
ト
〉
と
い
う

主
題
を
発
展
さ
せ
た
だ
ろ
う
。
ペ
ス
ト
が
絶
え
間
無
く
襲
い
か
か
る
こ
の
頃
の
恐

怖
に
加
え
て
、
商
業
活
動
に
よ
る
利
益
追
求
と
最
後
の
審
判
の
心
理
的
恐
怖
に
お

の
の
い
て
い
た
時
代
に
、
死
後
の
救
済
へ
の
願
望
は
増
大
し
て
い
た
よ
う
に
感
じ

ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
は
、
デ
ル
・
ピ
オ
ン
ボ
と
の
共

同
制
作
と
い
っ
た
意
味
で
、
人
間
の
復
活
あ
る
い
は
リ
ン
ボ
の
キ
リ
ス
ト
と
い
っ

た
主
題
を
発
展
さ
せ
た
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
背
景
に
は
、
こ
れ
ら
の
主
題
、
つ
ま
り

救
済
の
主
題
を
要
望
し
て
い
た
集
団
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ

自
身
は
、
こ
の
思
想
を
サ
ン
・
ロ
レ
ン
ツ
ォ
教
会
内
の
メ
デ
ィ
チ
家
礼
拝
堂
の
旧

聖
母
室
の
「
メ
デ
ィ
チ
家
墓
碑
」
制
作
で
発
展
さ
せ
る
が
、
こ
の
思
想
そ
の
も
の

は
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
と
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ー
ノ
・
デ
ル
・
ピ
オ
ン
ボ
だ
け
で
な
く
、

む
し
ろ
メ
デ
ィ
チ
家
自
体
の
思
想
と
も
か
か
わ
り
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
よ

う
に
考
え
て
み
る
と
、
ト
ル
ナ
イ
の
言
葉
、
す
な
わ
ち
《
こ
の
彫
刻
が
ド
ミ
ニ
コ

会
の
サ
ン
タ
。
マ
リ
ア
・
ソ
ー
プ
ラ
・
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
教
会
に
さ
さ
げ
ら
れ
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　

を
わ
す
れ
て
は
な
ら
な
い
》
が
重
大
性
を
帯
び
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。

・
と
こ
ろ
で
、
〈
リ
ン
ボ
〉
（
ピ
㊤
ぴ
・
一
巨
σ
器
）
と
は
、
直
訳
す
れ
ば
、
〈
縁
〉

と
い
う
意
味
で
、
ド
イ
ツ
語
で
は
く
。
葺
σ
一
一
①
（
＜
。
臣
ぎ
§
巴
と
も
言
い
、
普

通
は
降
誕
以
前
の
人
や
未
洗
礼
の
子
児
が
死
後
に
行
く
場
所
一
丁
σ
話
崔
霞
。
凄
日

は
国
①
σ
q
亀
①
ロ
零
つ
ま
り
煉
獄
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
用
語
は
聖
書
に
は
な
い
し
、
初

期
キ
リ
ス
ト
教
の
教
父
た
ち
の
言
葉
で
も
な
い
。
こ
の
救
済
以
前
の
魂
の
逗
留
場

所
と
し
て
の
り
ン
ボ
と
い
う
言
葉
が
ど
の
よ
う
に
し
て
あ
ら
わ
れ
た
の
か
は
、
不

明
で
あ
る
ら
し
く
、
聖
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
頃
か
ら
こ
の
用
語
が
広
ま
っ
た

と
い
う
。
し
か
し
、
美
術
に
お
け
る
〈
リ
ン
ボ
の
キ
リ
ス
ト
〉
で
は
、
幼
児
で
は
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は
な
く
、
ア
ダ
ム
や
エ
ヴ
ァ
の
よ
う
な
旧
約
の
人
物
た
ち
が
現
れ
、
そ
こ
は
く
煉

獄
〉
や
く
陰
府
〉
あ
る
い
は
〈
地
下
の
獄
〉
〈
辺
獄
〉
と
呼
ば
れ
る
地
獄
の
入
口

で
あ
る
。
美
術
史
上
は
、
ロ
マ
ネ
ス
ク
、
ゴ
シ
ッ
ク
に
お
い
て
普
及
し
た
が
、
そ

の
起
源
は
古
く
、
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
の
初
期
教
会
に
登
場
し
て
い
る
。
ビ
ザ
ン
テ
ィ

ン
美
術
で
は
〉
畠
ω
訂
。
。
δ
と
か
復
活
と
し
て
知
ら
れ
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
け

マ
ル
コ
か
ら
西
欧
に
入
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ダ
ン
テ
の
『
神
曲
』
に
は
、
〈
リ
ン

ボ
の
キ
リ
ス
ト
〉
の
総
ま
と
め
が
み
ら
れ
る
。
《
「
私
が
来
て
ま
も
な
く
の
頃
、

勝
利
の
し
る
し
を
頭
に
つ
け
た
力
あ
る
方
が
一
人
こ
こ
に
来
る
の
を
見
た
。
そ
の

方
は
第
一
の
父
（
ア
ダ
ム
）
や
そ
の
息
子
ア
ベ
ル
、
ノ
ア
や
法
を
立
て
ま
た
神
に

よ
く
仕
え
た
モ
ー
セ
、
族
長
の
ア
ブ
ラ
ハ
ム
や
王
ダ
ビ
デ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
そ
の

父
や
子
供
た
ち
、
そ
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
が
忠
実
に
仕
え
た
ラ
ケ
ル
、
そ
の
他
大
勢

の
人
の
魂
を
こ
こ
か
ら
、
連
れ
出
し
て
、
祝
福
を
与
え
た
。
お
ま
え
に
知
っ
て
も

ら
い
た
い
こ
と
は
、
そ
れ
以
前
に
は
、
人
間
の
魂
で
救
わ
れ
た
も
の
は
無
い
と
い

　
　
　
　
　
　
お
　

う
こ
と
だ
。
」
》
。

　
〈
リ
ン
ボ
の
キ
リ
ス
ト
〉
の
絵
画
で
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
は
、
ド
ミ
ニ
コ
派

の
教
会
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
ノ
ヴ
ェ
ル
ラ
の
ス
ペ
イ
ン
礼
拝
堂
に
あ
る
十
四
世
紀

中
頃
の
ア
ン
ド
レ
ア
・
ダ
・
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
作
の
フ
レ
ス
コ
画
「
リ
ン
ボ
の
キ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

ス
ト
」
（
図
1
1
）
が
目
立
つ
。
こ
こ
の
岩
穴
に
あ
る
リ
ン
ボ
で
は
ア
ダ
ム
夫
婦
以

下
の
人
々
が
救
済
を
待
つ
。
こ
の
礼
拝
堂
は
く
キ
リ
ス
ト
の
復
活
V
や
く
我
に
触

れ
る
な
か
れ
〉
な
ど
の
旗
を
持
つ
キ
リ
ス
ト
の
図
像
の
宝
庫
で
も
あ
る
。
こ
れ
ら

の
主
題
は
、
十
五
世
紀
中
葉
に
も
オ
ッ
セ
ル
ヴ
ァ
ン
ツ
ァ
の
画
家
の
「
リ
ン
ボ
へ

下
る
キ
リ
ス
ト
」
　
（
O
o
日
び
ユ
σ
q
p
国
。
σ
q
σ
q
》
詳
ζ
ロ
ω
①
三
目
）
に
継
承
さ
れ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
　

キ
リ
ス
ト
は
右
向
き
で
描
か
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
中
部
イ
タ
リ
ア
の
シ
エ
ナ
や
フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
に
お
い
て
十
四
、
十
五
世
紀
に
し
ば
し
ば
描
か
れ
た
こ
の
主
題
で
の
キ

リ
ス
ト
は
単
独
で
リ
ン
ボ
に
下
る
が
、
十
六
世
紀
で
は
、
キ
リ
ス
ト
は
リ
ン
ボ
に

も
は
や
単
独
で
は
現
れ
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

三
、
北
方
版
画
の
影
響

　
前
述
し
た
テ
ィ
ツ
ィ
ア
r
ノ
の
作
品
「
聖
母
の
前
に
現
れ
た
キ
リ
ス
ト
」
の
特

異
な
点
は
、
こ
の
絵
画
に
お
い
て
従
来
の
絵
画
に
は
稀
に
し
か
見
ら
れ
な
い
十
字

架
を
携
え
た
従
者
の
表
現
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
図
像
が
で
き
た
直
接
の
理
由
は
、

テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
が
こ
の
図
像
を
デ
ル
・
ピ
オ
ン
ボ
の
「
リ
ン
ボ
の
キ
リ
ス
ト
」

か
ら
導
き
出
し
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
デ
ル
。
ピ
オ
ン
ボ
の
「
リ
ン
ボ
の
キ
リ
ス

ト
」
で
は
、
十
字
架
を
持
つ
者
が
背
後
に
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
従

者
の
い
る
特
異
な
図
像
は
、
ベ
ッ
カ
フ
ー
ミ
の
「
リ
ン
ボ
の
キ
リ
ス
ト
」
　
（
o
。
δ
旨
P

国
巡
8
8
8
）
や
ブ
ロ
ン
ツ
ィ
ー
ノ
の
豪
華
な
作
品
「
リ
ン
ボ
の
キ
リ
ス
ト
」

（一

W
b
o
層
コ
弓
O
目
ρ
ζ
ロ
の
8

臼
。
。
●
9
0
8
）
へ
と
変
貌
し

　
リ
ロた
。
と
い
う
こ
と
は
、
テ
ィ
ツ
ィ

ア
ー
ノ
は
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ

の
作
品
「
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
の
キ
リ

ス
ト
」
を
単
に
「
聖
母
の
前
に

現
れ
た
キ
リ
ス
ト
」
と
理
解
し

た
だ
け
で
な
く
、
〈
リ
ン
ボ
の

キ
リ
ス
ト
V
で
あ
る
こ
と
を
意

識
し
て
い
た
と
解
釈
す
る
こ
と

も
で
き
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
、
キ
リ
ス
ト
は
リ
ン
ボ
へ
と

下
っ
た
後
に
聖
母
の
前
に
現
れ

図11アンドレア・ダ・フィレンツェ作「リンボの
キリスト」（ca，1365，　Firenze，　Santa　Maria　No－
vella，　Capitolo）
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た
と
理
解
さ
れ
て
い
た
か
ら
で

あ
る
。
と
す
れ
ば
、
従
来
の

〈
リ
ン
ボ
の
キ
リ
ス
ト
〉
に
見

ら
れ
な
い
従
者
の
い
る
特
異
な

図
像
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
ミ

ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
と
セ
バ
ス
テ
ィ

ア
ー
ノ
・
デ
ル
・
ピ
オ
シ
ボ
と

の
協
力
で
形
成
さ
れ
え
た
の
だ

ろ
う
か
。

　
〈
リ
ン
ボ
の
キ
リ
ス
ト
〉
に

お
い
て
従
者
の
人
物
に
大
き
い

十
字
架
を
持
た
せ
て
登
場
す
る

キ
リ
ス
ト
は
、
ヴ
ィ
ニ
ョ
ー
ラ

の
画
家
の
作
品
「
リ
ン
ボ
の
キ

リ
ス
ト
」
　
（
図
1
2
、
。
灘
区
ω
醜

く
お
ロ
9
P
O
即
層
b
o
印
国
画
。
＝
帥

即
o
o
8
）
、
マ
ン
テ
雲
離
ャ
の

工
房
の
版
画
（
図
1
3
）
と
、
ド

イ
ツ
の
芸
術
家
デ
ュ
r
ラ
ー
の

二
葉
の
版
画
（
図
1
4
）
に
見
る

　
　
　
　
　
の
　

こ
と
が
で
き
る
。
マ
ン
テ
ー
ニ
ャ

工
房
の
版
画
で
は
、
背
中
を
み

せ
た
着
衣
の
キ
リ
ス
ト
は
、
岩

山
に
彫
ら
れ
た
古
典
的
な
ア
ー

チ
門
の
中
の
暗
い
リ
ン
ボ
へ
と

図12　ヴィニョーラの画家「リンボのキリスト」部分
（ca，1435，　Vignola，　Cappella　della　Rocca）

図13マンテーニャまたは工房作「リンボの
キリスト」部分（ca，1448－55）

身
を
か
が
め
る
。
こ

の
よ
う
な
背
中
ば
か

り
を
見
せ
る
〈
リ
ン

ボ
の
キ
リ
ス
ト
〉
は
、

多
分
シ
エ
ナ
派
に
も

影
響
を
お
よ
ぼ
し
た

純
・
マ
ン
テ
ー
二
・

は
ヴ
ィ
ニ
ョ
r
う
の

画
家
の
伝
統
に
お
い

て
古
典
的
建
築
の
門

と
十
字
架
を
持
つ
従

者
の
モ
テ
ィ
ー
フ
と

を
付
加
し
た
。
こ
の

従
者
は
完
全
に
裸
体

で
あ
り
、
ミ
ケ
ラ
ン

ジ
ェ
ロ
の
「
ミ
ネ
ル

ヴ
ァ
の
キ
リ
ス
ト
」

に
良
く
似
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
マ
ン

図14　デューラー作「リンボのキ
リスト」（1510）

図15デューラー作「キリストの
母親との惜別」（1504）

テ
ー
ニ
ャ
工
房
の
版
画
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
版
画
の
手
本
に
な
っ
た
。
デ
ュ
ー
ラ
ー

は
、
一
五
一
〇
年
の
版
画
「
リ
ン
ボ
の
キ
リ
ス
ト
」
を
制
作
す
る
際
に
シ
ョ
！
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

ガ
ウ
ア
ー
の
版
画
を
も
手
本
に
し
た
が
、
こ
の
裸
体
の
従
者
の
付
加
と
古
典
的
建

築
、
さ
ら
に
キ
リ
ス
ト
の
背
面
表
現
と
い
う
点
で
は
イ
タ
リ
ア
化
し
た
の
で
あ
る
。

半
裸
の
キ
リ
ス
ト
は
リ
ン
ボ
の
穴
倉
へ
と
下
る
。
デ
ル
・
ピ
オ
ン
ボ
の
「
リ
ン
ボ

の
キ
リ
ス
ト
」
で
も
キ
リ
ス
ト
は
、
一
段
と
低
い
穴
の
中
に
い
る
ア
ダ
ム
夫
妻
の

一27一



の
所
に
右
手
を
伸
ば
す
。

　
で
は
、
デ
ル
・
ピ
オ
ン
ボ
は
マ
ン
テ
襲
職
ャ
や
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
版
画
に
影
響
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
メ
デ
ィ
チ
家
の
た
め
の
絵
画
「
ラ
ザ
ロ
の
復
活
」
に
は
ミ

ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
素
描
の
使
用
が
見
ら
れ
る
と
は
い
え
、
そ
の
構
図
や
背
景
は
ミ

ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
素
描
と
は
無
関
係
で
あ
り
、
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
r
ネ
の
作
品
「
嵐
」

の
影
響
が
観
察
さ
れ
る
。
背
景
に
は
、
長
方
形
の
塔
が
並
び
、
橋
が
あ
る
。
デ
ル
・

ピ
オ
ン
ボ
は
、
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
ー
ネ
の
木
製
の
橋
か
ら
ロ
ー
マ
風
の
ア
ー
チ
の
石
橋

に
変
え
た
。
こ
の
よ
う
に
背
景
に
都
市
風
景
を
遠
近
法
的
に
置
く
構
図
は
ジ
ョ
ル

ジ
ョ
ー
ネ
風
で
あ
る
が
、
こ
の
「
嵐
」
そ
の
も
の
の
構
図
は
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
版
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
影
響
で
構
成
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
影
響
関
係
は
、
デ
ル
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ピ
オ
ン
ボ
の
「
ラ
ザ
ロ
の
復
活
」
に
も
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
「
ラ
ザ
ロ
の
復
活
」
の
遠
景
に
都
市
を
描
く
構
図
と
キ
リ
ス
ト
の
姿
を
前

景
に
置
く
表
現
方
法
は
驚
く
ほ
ど
に
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
一
五
〇
四
年
の
版
画
「
キ
リ

ス
ト
の
母
親
と
の
措
別
」
（
図
1
5
、
ζ
巴
震
b
。
O
倉
℃
き
。
房
ξ
ω
這
）
に
似
て
い

て
、
キ
リ
ス
ト
は
厚
い
ロ
ー
プ
を
肩
か
ら
垂
ら
し
、
腰
の
と
こ
ろ
に
巻
き
込
む
。

逆
さ
向
き
の
キ
リ
ス
ト
は
片
手
を
指
し
伸
ば
し
て
直
立
し
、
片
足
を
前
に
出
す
。

「
ラ
ザ
ロ
の
復
活
」
で
は
、
キ
リ
ス
ト
の
下
に
は
驚
い
て
胸
に
手
を
当
て
る
女
性

が
い
て
、
長
い
ロ
ー
ブ
の
裾
を
地
面
に
だ
ぶ
っ
か
せ
る
。
そ
の
女
性
に
相
当
す
る

デ
ュ
ー
ラ
ー
の
版
画
の
人
物
は
聖
母
で
あ
る
。
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
版
画
の
聖
母
を
支

え
る
女
性
は
ラ
ザ
ロ
を
背
後
か
ら
支
え
る
人
物
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
デ
ュ
ー

ラ
ー
な
ど
の
北
方
版
画
も
し
く
は
北
方
版
画
の
影
響
を
示
す
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
版
画

　
　
お
　
か
ら
構
想
を
引
き
出
す
方
法
を
デ
ル
・
ピ
オ
ン
ボ
は
、
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
ー
ネ
か
ら

学
ん
で
い
た
に
違
い
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
ラ
ザ
ロ
の
復
活
」
の
制
作
前
に
デ
ル
・
ピ
オ
ン
ボ
は
、
ミ

ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
友
人
ド
メ
ニ
コ
・
ブ
オ
ニ
ン
セ
ー
二
（
デ
ル
・
ピ
オ
ン
ボ
の
子

供
の
名
付
け
親
）
の
た
め
に
、

ロ
ー
マ
の
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
●

イ
ン
・
モ
ン
ト
リ
オ
の
ボ
ル
ゲ

リ
ー
二
礼
拝
堂
に
「
二
人
の
預

言
者
」
、
「
キ
リ
ス
ト
の
変
容
」
、

「
キ
リ
ス
ト
の
鞭
打
刑
」
を
描

き
、
そ
の
下
絵
（
図
1
6
、
b
u
ニ
ー

二
。
。
7
ζ
話
Φ
ロ
ヨ
）
は
ミ
ケ
ラ

ン
ジ
ェ
ロ
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ

図16　ミケランジェロ作「キリス
ト鞭打ち刑」
（London，　British　Museuln）

た
。
こ
こ
で
は
「
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
の
キ
リ
ス
ト
」
の
中
に
表
現
さ
れ
た
鞭
に
よ
る
受

難
が
現
れ
る
。

　
そ
の
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
素
描
下
絵
に
お
け
る
鞭
打
刑
で
の
直
立
し
た
キ
リ
ス

ト
の
裸
体
、
特
に
下
半
身
は
「
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
の
キ
リ
ス
ト
」
に
酷
似
し
、
右
脚
は

前
に
出
て
、
左
脚
は
後
ろ
に
ひ
く
。
こ
の
よ
う
に
キ
リ
ス
ト
の
受
難
に
ミ
ケ
ラ
ン

ジ
ェ
ロ
と
デ
ル
・
ピ
オ
ン
ボ
の
関
心
は
移
っ
て
い
き
、
一
五
三
三
年
頃
か
ら
再
び

こ
の
よ
う
な
テ
r
マ
、
「
キ
リ
ス
ト
の
復
活
」
や
「
リ
ン
ボ
の
キ
リ
ス
ト
」
と
い

う
主
題
に
復
帰
し
、
こ
の
後
者
の
制
作
は
再
び
デ
ル
・
ピ
オ
ン
ボ
に
委
ね
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
中
世
的
主
題
選
択
に
は
北
方
版
画
の
影
響
に
も
基
づ
く
に
違
い
な
い

が
、
そ
れ
は
同
時
に
ド
ミ
ニ
コ
肉
的
な
思
想
に
基
づ
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
十
年
代
に
お
け
る
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
と
デ
ル
・
ピ
オ
ン
ボ
へ
の
北
方
版
画

の
影
響
が
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
若
い
芸
術
家
た
ち
へ
の
影
響
を
触
発
し
た
の
で
あ

ろ
う
。

　
と
に
か
く
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
は
デ
ル
・
ピ
オ
ン
ボ
を
通
じ
て
も
デ
ュ
ー
ラ
ー

を
熟
知
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
デ
ュ
ー
ラ
ー
は
ヴ
ェ
ネ
ッ
ィ
ア
の
聖
バ
ル
ト
ロ

ン
メ
オ
教
会
の
た
め
に
油
彩
画
「
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
」
（
℃
蜀
σ
q
⊆
①
）
を
一
五
〇
六
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年
に
制
作
し
た
が
、
そ
の
内
容
は
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
徹
底

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

的
に
ド
ミ
ニ
コ
会
の
教
義
の
図
解
で
あ
っ
た
。
ロ
ザ
リ
オ
自
体
が
、
聖
ド
メ
ニ
コ

が
提
唱
し
た
信
仰
の
道
具
で
あ
り
信
仰
の
信
条
で
あ
っ
た
。
こ
の
デ
ュ
ー
ラ
ー
の

作
品
の
制
作
か
ら
三
年
後
の
一
五
〇
九
年
に
デ
ル
・
ピ
オ
ン
ボ
は
同
じ
教
会
か
ら

の
委
嘱
で
、
「
聖
バ
ル
ト
ロ
ン
メ
オ
の
扉
絵
」
を
制
作
し
た
。
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ

も
、
若
い
こ
ろ
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
の
聖
ド
難
燃
コ
教
会
で
「
聖
ド
メ
ニ
コ
の
墓
」
を
完

成
し
、
さ
ら
に
ロ
ー
マ
の
ド
ミ
ニ
コ
派
の
本
部
と
も
言
う
べ
き
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・

ソ
ー
プ
ラ
・
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
教
会
の
「
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
の
キ
リ
ス
ト
」
を
制
作
中
で
あ
っ

た
。　
こ
の
よ
う
に
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
と
デ
ル
・
ピ
オ
ン
ボ
と
デ
ュ
ー
ラ
ー
と
は
、

ド
ミ
ニ
コ
派
教
会
で
の
制
作
と
い
う
点
で
連
鎖
し
て
い
た
。
だ
か
ら
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ

ロ
が
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
版
画
に
注
目
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
版
画
の

テ
ー
マ
そ
の
も
の
が
、
ド
ミ
ニ
コ
派
の
人
々
に
は
極
め
て
な
じ
み
易
か
っ
た
と
い
‘

う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

四
、
設
置
意
義

　
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
「
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
の
キ
リ
ス
ト
」
は
主
祭
壇
の
左
側
の
柱
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
部
壁
寵
の
中
に
収
め
ら
れ
、
彫
像
の
下
に
は
祭
壇
が
設
置
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ

た
。
そ
の
祭
壇
の
上
に
設
置
さ
れ
た
彫
像
の
足
は
、
鑑
賞
者
の
頭
の
位
置
に
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

キ
リ
ス
ト
の
視
線
は
主
祭
壇
に
礼
拝
す
る
者
の
頭
の
あ
た
り
に
落
ち
た
に
違
い

な
く
、
そ
の
よ
う
な
彫
像
が
く
悲
し
み
の
人
V
と
か
く
復
活
の
キ
リ
ス
ト
〉
で
あ

る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
主
祭
壇
に
祈
る
者
は
、
聖
母
の
と
り
な
し
だ
け

で
な
く
、
キ
リ
ス
ト
自
身
に
よ
る
救
済
を
求
め
る
に
違
い
な
い
。

　
も
し
く
悲
し
み
の
人
V
が
そ
の
主
題
で
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
一
五
一
一
年
制
作

の
デ
ュ
ー
ラ
r
の
版

画
「
聖
グ
レ
ゴ
リ
ウ

ス
の
ミ
サ
」
（
図
1
7
、

H
≦
＆
g
　
b
o
b
o
9
　
勺
甲

⇒
o
早
智
陸
σ
q
●
品
ω
）

の
よ
う
な
姿
の
彫
像

に
な
っ
て
い
た
だ
ろ

う
。
こ
こ
の
奇
跡
物

語
で
は
祭
壇
と
化
し
た
石
棺
の
中

か
ら
半
か
が
み
の
キ
リ
ス
ト
が
聖

痕
の
あ
る
両
手
を
広
げ
て
礼
拝
者

グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
を
見
詰
め
る
。
い

ば
ら
の
冠
を
つ
け
た
キ
リ
ス
ト
の

背
後
に
立
つ
大
き
な
十
字
架
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
の
受
難
具
が
下
げ
ら
れ

て
い
る
。

し
み
の
人
〉
は
、

図17デューラー作「聖グレ
ゴリウスのミサ」（1511）

図18　「悲しみの人」
（1492，Firenze）

　
　
　
　
こ
の
よ
う
な
腰
布
を
ま
と
っ
た
だ
け
の
キ
リ
ス
ト
が
表
現
さ
れ
た
く
悲

　
　
　
　
　
　
　
た
と
え
そ
こ
に
受
難
具
が
不
足
し
て
い
て
も
一
四
九
二
年
出
版

の
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ナ
の
著
書
『
謙
遜
に
つ
い
て
』
の
木
版
挿
絵
「
悲
し
み
の
人
」
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○
○
年
の
版
画
「
悲
し
み
の
人
」
（
図
1
9
、
ζ
巴
霞
h
。
O
　
℃
雪
o
h
。
。
ξ
這
↓
）
で

も
、
た
と
え
キ
リ
ス
ト
の
体
が
「
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
の
キ
リ
ス
ト
」
に
良
く
似
て
い
よ

う
と
も
、
首
を
ひ
ね
り
な
が
ら
正
面
を
向
こ
う
と
す
る
。

　
こ
れ
ら
の
〈
悲
し
み
の
人
〉
は
聖
痕
の
あ
る
単
独
像
と
し
て
成
立
可
能
で
あ
ろ

う
が
、
ロ
ー
マ
の
聖
母
に
捧
げ
ら
れ
た
ド
ミ
ニ
コ
派
教
会
の
彫
像
は
単
純
に
〈
悲

し
み
の
人
〉
と
し
て
は
理
解
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
特
に
、
ド
ミ
ニ
コ
派
は
そ
の
設
立
根
拠
を
聖
母
の
〈
と
り
な
し
〉
に
求
め
て
い

て
、
救
霊
事
業
を
主
に
説
教
に
よ
っ
て
行
い
、
そ
し
て
、
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
を
普

　
　
　
　
　
り

及
さ
せ
た
。
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
に
お
け
る
苦
し
み
の
玄
義
（
玄
義
ζ
誘
8
ニ
ロ
ヨ
）

に
は
、
ゲ
ッ
セ
マ
ニ
の
園
の
死
の
苦
し
み
、
鞭
打
ち
、
十
字
架
運
搬
、
架
刑
、
茨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

の
冠
、
十
字
架
で
の
死
、
栄
え
の
玄
義
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
の
受
難
は
、
祈
り
に
と
っ
て
重
大
な
意
義
を
帯
び
る

が
、
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
ソ
ー
プ
ラ
・
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
教
会
内
部
の
多
く
の
墓
碑
に

お
け
る
一
群
の
石
棺
の
上
の
フ
レ
ス
コ
画
で
は
く
悲
し
み
の
人
V
よ
り
は
く
と
り

な
し
の
キ
リ
ス
ト
〉
や
く
と
り
な
し
の
聖
母
子
〉
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、

メ
ロ
ッ
ツ
ォ
・
ダ
・
フ
ォ
ル
リ
の
「
最
後
の
審
判
」
で
は
、
と
り
な
し
の
キ
リ
ス

ト
の
周
囲
に
キ
リ
ス
ト
の
受
難
具
を
持
つ
天
使
達
が
描
か
れ
、
「
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
の

キ
リ
ス
ト
」
の
キ
リ
ス
ト
が
持
つ
受
難
具
と
の
関
連
が
指
摘
で
き
る
に
し
て
も
、

い
わ
ゆ
る
く
悲
し
み
の
人
V
の
イ
メ
ー
ジ
は
見
い
だ
せ
な
い
。
「
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
の

キ
リ
ス
ト
」
が
多
く
の
受
難
具
を
持
つ
の
は
、
単
に
復
活
の
図
像
と
関
連
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
〈
最
後
の
審
判
〉
の
く
と
り
な
し
〉
に
お
い
て
で
あ
り
、

そ
の
よ
う
な
〈
と
り
な
し
〉
は
、
聖
書
に
お
い
て
は
キ
リ
ス
ト
が
地
下
の
獄
、
つ

ま
り
リ
ン
ボ
へ
の
降
下
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
リ
ン
ボ
で
は
な
く
地
上
で
大
き
な
十
字
架
を
担
い
で
〈
と
り
な
し

ぎ
8
8
①
の
．
・
一
8
＞
を
行
う
キ
リ
ス
ト
の
登
場
す
る
図
像
が
、
ド
ミ
ニ
コ
会
の
人
に

よ
っ
て
創
造
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
は
、
ド
イ
ツ
の
ド
ミ
ニ

コ
修
道
会
の
間
で
＝
二
二
四

年
に
発
行
さ
れ
た
『
人
類
救

済
の
鏡
』
で
あ
っ
て
、
そ
の

中
に
は
、
腰
に
布
を
巻
い
た

だ
け
の
キ
リ
ス
ト
が
、
胸
か

ら
血
を
垂
ら
し
な
が
ら
、
大

き
な
十
字
架
を
肩
に
担
い
で
、

建
物
の
中
に
い
る
隠
修
士
を

　
　
　
　
　
　
お
　

救
済
に
来
て
い
る
（
図
2
0
）
。

も
う
一
枚
は
、
復
活
し
た
あ

と
の
空
の
墓
石
の
前
に
女
性

図20，21　　　　　「人類救済の鏡」の挿絵
（1324，Shenley，　Riches　Colleetion）

が
一
人
厳
然
と
立
っ
て
天
を
仰
い
で
い
る
。
棺
桶
の
後
ろ
に
は
大
き
な
十
字
架
が

立
ち
、
そ
の
回
り
に
は
、
受
難
の
道
具
が
ひ
と
揃
い
置
か
れ
て
い
る
（
図
2
1
）
。

こ
れ
ら
の
図
像
で
は
、
キ
リ
ス
ト
は
十
字
架
を
担
い
で
、
救
済
に
駆
け
回
る
よ
う

な
印
象
を
与
え
て
く
れ
る
。
こ
の
図
像
を
直
接
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
が
知
っ
て
い
た

か
ど
う
か
は
解
り
な
い
。

し
か
し
、
ロ
ー
マ
の
ド

ミ
ニ
コ
会
の
本
部
の
よ

う
な
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・

ソ
ー
プ
ラ
・
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

教
会
関
係
の
人
々
が
そ

の
書
物
の
こ
と
を
知
ら

な
い
は
ず
は
な
い
だ
ろ

図22バルナ・ダ・シエナ作
「十字架を荷なうキリスト」
（New　York，　Frick　Colleetion）
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う
。
む
し
ろ
、
美
術
と
し
て
は
あ
ま
り
普
及
し
な
か
っ
た
が
、
十
字
架
を
持
っ
て

キ
リ
ス
ト
が
や
っ
て
く
る
と
は
信
じ
ら
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。
そ
の
古
典
化
さ
れ
た

図
像
を
メ
テ
ル
ロ
・
ヴ
ァ
！
リ
が
求
め
る
と
い
う
こ
と
は
十
分
に
あ
り
う
る
こ
と

で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
十
字
架
運
搬
と
い
う
キ
リ
ス
ト
伝
か
ら
そ
れ
た
〈
十
字
架
を
担
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

孤
独
の
キ
リ
ス
ト
〉
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
イ
タ
リ
ア
で
も
制
作
さ
れ
て
い
て
、
バ

ル
ナ
・
ダ
・
シ
エ
ナ
の
作
品
「
十
字
架
を
荷
う
キ
リ
ス
ト
」
（
図
2
2
、
乞
㊦
≦
曵
。
り
ぎ

宰
一
心
O
。
一
一
㊦
。
島
8
）
で
は
、
キ
リ
ス
ト
は
服
を
き
て
、
十
字
架
運
搬
と
同
じ
姿

勢
で
孤
独
に
歩
く
。
背
後
に
は
小
さ
く
祈
願
す
る
聖
職
者
が
描
か
れ
て
い
て
、
こ

れ
が
く
と
り
な
し
〉
を
も
と
め
る
祈
祷
画
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は

十
四
世
紀
か
ら
礼
拝
像
と
し
て
発
達
す
る
主
題
で
あ
っ
て
、
〈
悲
し
み
の
人
〉
同

様
に
、
キ
リ
ス
ト
伝
に
な
い
テ
ー
マ
で
あ
る
。

五
、
典
　
　
拠

　
「
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
の
キ
リ
ス
ト
」
（
図
2
3
）
は
「
モ
ー
ゼ
」
（
図
忽
）
や
「
ダ
ヴ
ィ

デ
」
（
図
2
5
）
や
既
に
述
べ
た
「
ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ
像
」
（
図
2
6
）
の
動
作
と
よ
く
似

て
い
る
。
そ
れ
で
そ
の
図
像
と
〈
と
り
な
し
〉
の
意
義
に
関
す
る
聖
書
に
お
け
る

典
拠
と
の
関
係
に
つ
い
て
若
干
検
討
し
て
お
く
。
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
が
「
ユ
リ
ウ

ス
墓
碑
」
の
制
作
や
「
サ
ン
・
ロ
レ
ン
ツ
ォ
正
面
の
設
計
」
に
忙
殺
さ
れ
て
い
た

時
期
の
制
作
の
た
め
に
着
手
が
遅
れ
た
「
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
の
キ
リ
ス
ト
」
は
、
当
然

「
モ
ー
ゼ
像
」
と
上
半
身
が
似
て
し
ま
っ
た
。
顔
は
右
を
向
き
、
左
腕
は
胸
の
前

を
横
切
る
。
モ
ー
ゼ
と
キ
リ
ス
ト
と
の
顔
の
向
き
の
関
係
か
ら
、
次
ぎ
の
パ
ウ
ロ

の
言
葉
が
想
起
さ
れ
る
。
《
律
法
は
モ
ー
ゼ
を
と
お
し
て
与
え
ら
れ
、
め
ぐ
み
と

ま
こ
と
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
と
お
し
て
き
た
の
で
あ
る
（
ヨ
ハ
ネ
福
音
書

一
・
一
七
）
》
。
「
モ
ー
ゼ
像
」
は
十
戒
板

を
持
ち
、
「
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
の
キ
リ
ス
ト
」
は

く
め
ぐ
み
と
ま
こ
と
V
を
証
明
す
る
受
難
具

を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
〈
め
ぐ
み
V

に
つ
い
て
パ
ウ
ロ
は
『
エ
ペ
ソ
人
へ
の
手
紙
』

で
《
あ
わ
れ
み
に
富
む
神
は
、
わ
た
し
た
ち

を
愛
し
て
下
さ
っ
た
そ
の
大
き
な
愛
を
も
っ

て
、
罪
過
に
よ
っ
て
死
ん
で
い
た
わ
た
し
た

ち
を
、
キ
リ
ス
ト
と
共
に
生
か
し
…
あ
な
た

が
た
の
救
わ
れ
た
の
は
、
恵
み
に
よ
る
の
で

あ
る
…
キ
リ
ス
下
・
イ
エ
ス
あ
っ
て
、
土
ハ
に

よ
み
が
え
ら
せ
、
共
に
天
上
で
座
に
つ
か
せ

て
下
さ
っ
た
の
で
あ
る
。
…
ま
た
あ
な
た
が

た
は
、
使
徒
た
ち
や
預
言
者
た
ち
と
い
う
土

台
の
上
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
キ

リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
ご
自
身
が
隅
の
か
し
ら
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

で
あ
る
》
（
二
章
）
と
述
べ
る
。
こ
の
な
か

の
く
隅
の
か
し
ら
石
〉
と
い
う
意
味
は
、

「
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
の
キ
リ
ス
ト
」
の
設
置
場
所
、

つ
ま
り
祭
壇
の
収
ま
る
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
礼
拝

堂
を
支
え
る
皆
々
の
柱
の
下
部
に
置
か
れ
た

と
い
う
意
味
に
と
ら
れ
な
く
も
な
い
。

　
さ
ら
に
こ
の
彫
刻
が
く
り
ン
ボ
V
と
関
係

す
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
理
由
も
ま
た
『
エ
ペ

ソ
人
へ
の
手
紙
』
第
四
章
に
あ
る
。
《
さ
て

図23　「ミネルヴァの

キリスト」部分

図24「モーゼ」部分
（1515，Roma）

図25「ダヴィデ」部
分（1500－04）

図26「ジュリアーノ」
部分（1530－34）
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「
上
っ
た
」
と
い
う
以
上
、
ま
た
地
下
の
低
い
底
に
も
降
り
て
こ
ら
れ
た
わ
け
で

は
な
い
か
。
…
彼
は
、
あ
る
人
を
使
徒
と
し
、
あ
る
人
を
預
言
者
と
し
、
あ
る
人

を
伝
導
者
と
し
、
あ
る
人
を
牧
師
と
し
、
教
師
と
し
、
お
立
て
に
な
っ
た
》
。
こ

の
こ
と
は
、
キ
リ
ス
ト
の
リ
ン
ボ
へ
の
降
下
を
も
意
味
す
る
と
共
に
、
ミ
ケ
ラ
ン

ジ
ェ
ロ
作
の
「
預
言
者
モ
ー
ゼ
」
の
姿
と
の
類
似
も
指
摘
し
て
い
る
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
に
右
を
向
い
た
立
像
裸
体
と
い
う
点
で
は
、
「
ダ
ヴ
ィ
デ

像
」
と
関
係
し
、
古
代
彫
刻
ア
ポ
ロ
ン
の
よ
う
な
裸
体
像
と
し
て
表
現
さ
れ
た
点

と
も
関
連
す
る
。
キ
リ
ス
ト
は
、
「
ダ
ヴ
ィ
デ
」
の
ご
と
く
挑
戦
的
に
見
え
、
パ

ウ
ロ
の
言
葉
を
再
び
想
起
さ
せ
る
。
《
も
し
わ
た
し
た
ち
が
敵
で
あ
っ
た
時
で
さ

え
、
御
子
の
死
に
よ
っ
て
神
と
の
和
解
を
受
け
た
と
す
れ
ば
、
和
解
を
う
け
て
い

る
今
は
な
お
さ
ら
、
彼
の
い
の
ち
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
（
ロ
ー
マ
人
へ

の
手
紙
五
．
一
〇
）
》
。
パ
ウ
ロ
は
キ
リ
ス
ト
の
生
前
に
お
い
て
徹
底
的
に
キ
リ

ス
ト
の
敵
で
あ
っ
た
。
そ
の
パ
ウ
ロ
が
、
汝
の
敵
を
愛
せ
よ
、
と
い
う
キ
リ
ス
ト

の
言
葉
に
つ
ま
つ
く
の
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
に
よ
る
死
と
復
活
と
を
前

提
に
し
て
救
い
を
強
調
し
た
の
で
あ
っ
た
。
「
ダ
ヴ
ィ
デ
」
は
投
石
器
を
右
手
に

隠
し
、
左
手
で
投
石
器
の
紐
を
持
ち
、
敵
ゴ
リ
ア
テ
に
た
い
し
て
殺
意
を
決
意
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
の
ロ

た
瞬
間
が
造
形
さ
れ
て
い
る
。
視
線
は
殺
意
を
示
す
。
そ
れ
に
対
し
て
「
ミ
ネ
ル

ヴ
ァ
の
キ
リ
ス
ト
」
は
受
難
具
を
両
手
で
持
ち
、
敵
に
対
し
て
も
救
済
を
決
意
し

て
い
る
か
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
殺
意
の
視
線
は
救
済
へ
の
視
線
に
変
貌
し
た
か

の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
救
済
へ
の
視
線
は
メ
デ
ィ
チ
家
礼
拝
堂
の
祭
壇
側

を
向
く
「
ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ
公
爵
」
（
届
q
。
O
－
ω
幽
）
の
視
線
に
引
き
継
が
れ
た
と
思
わ

れ
る
。
さ
ら
に
裸
体
と
い
う
点
で
は
、
ド
ミ
ニ
コ
A
至
⊥
で
あ
っ
た
ヤ
ブ
ス
コ
・
デ
・

ウ
ォ
ラ
ギ
ネ
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
書
『
黄
金
伝
説
』
の
第
五
一
章
「
主
の
こ
受
難
」

に
《
ア
ダ
ム
は
、
裸
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
も
裸
で
あ
っ
た
。
禁
断
の
木
は
、
死
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
が
　

も
た
ら
し
、
十
字
架
の
木
は
、
生
命
を
も
た
ら
し
た
》
と
あ
り
、
十
字
架
上
の

キ
リ
ス
ト
が
裸
体
で
あ
っ
た
と
民
間
に
も
伝
承
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

お
　
わ
　
り
　
に

　
ワ
イ
ン
バ
ー
ガ
ー
は
、
「
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
の
キ
リ
ス
ト
」
が
あ
ら
ゆ
る
受
難
具
を

持
つ
こ
と
か
ら
、
受
難
の
苦
し
み
に
耐
え
る
キ
リ
ス
ト
と
解
釈
し
た
。
つ
ま
り
、

ワ
イ
ン
バ
ー
ガ
ー
は
、
単
に
〈
悲
し
み
の
キ
リ
ス
ト
〉
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る

苦
し
み
に
耐
え
る
キ
リ
ス
ト
と
し
て
ミ
サ
の
全
行
程
を
示
す
も
の
と
し
て
見
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

キ
リ
ス
ト
は
裸
の
恥
辱
か
ら
神
の
眼
を
そ
ら
し
て
い
る
、
と
解
釈
し
て
い
る
。
ワ

イ
ン
バ
ー
ガ
ー
は
こ
れ
ま
で
の
解
釈
の
う
ち
〈
復
活
の
キ
リ
ス
ト
〉
と
い
う
題
名

と
く
悲
し
み
の
人
V
と
の
間
に
は
矛
盾
が
あ
る
と
み
て
、
十
五
世
紀
と
は
違
っ
た

意
味
の
く
悲
し
み
の
人
V
の
解
釈
に
傾
く
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
彫
像
は
、
最
初
か
ら

十
字
架
を
持
っ
た
裸
の
立
像
と
し
て
注

文
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
裸
は
重
要

な
要
素
で
あ
る
。
こ
の
キ
リ
ス
ト
像
の

裸
体
を
屈
辱
と
み
る
に
せ
よ
、
英
雄
的

神
の
尊
厳
を
み
る
に
せ
よ
、
お
互
い
の

解
釈
は
つ
ね
に
水
か
け
論
に
陥
っ
て
し

ま
う
。
委
嘱
者
ヴ
ァ
ー
リ
は
古
代
彫
刻

を
含
む
廿
菱
甘
㎜
の
コ
レ
ク
タ
ー
で
あ
っ

て
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
若
い
頃
の
作

品
「
バ
ッ
カ
ス
」
を
購
入
し
た
ガ
ッ
リ

同
様
に
庭
園
に
彫
刻
を
置
い
て
い
た
よ

鱒
塾

図27び一ムスケルク作「ガッリ邸の庭園」
（Berlln　Dahlem，　Kupferstickabinett）
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う
で
（
図
2
7
）
、
た
と
え
意
義
が
違
う
に
し
て
も
、
多
分
、
「
バ
ッ
カ
ス
」
の
作
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
の
　

を
想
定
し
た
う
え
で
裸
体
立
像
を
委
嘱
し
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
だ
か

ら
、
筆
者
に
は
、
裸
体
が
屈
辱
的
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
「
ダ
ヴ
ィ
デ
」
の
よ

う
な
勝
利
者
の
象
徴
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
は
、
デ
ュ
ー
ラ
r

や
マ
ン
テ
ー
ニ
ャ
の
版
画
を
も
参
考
に
し
て
、
裸
体
の
キ
リ
ス
ト
像
の
可
能
性
を

求
め
た
の
だ
ろ
う
。
強
い
て
主
題
を
求
め
れ
ば
〈
リ
ン
ボ
か
ら
帰
還
し
た
キ
リ
ス

ト
像
〉
と
し
か
い
い
よ
う
が
な
く
、
そ
の
意
味
で
は
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
に
よ
っ
て

「
聖
母
の
前
に
現
れ
た
キ
リ
ス
ト
」
と
し
て
理
解
さ
れ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

キ
リ
ス
ト
は
既
に
述
べ
た
よ
う
に
聖
母
の
前
に
は
リ
ン
ボ
か
ら
帰
還
し
た
の
ち
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

ち
寄
っ
た
と
思
わ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
キ
リ
ス
ト
は
、
聖

母
を
訪
れ
た
後
に
多
く
の
人
々
を
訪
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
訪
問
は
、
聖
母
が

ま
だ
生
き
て
い
た
と
い
う
意
味
か
ら
、
そ
の
後
に
は
生
き
て
い
る
人
々
、
当
時
だ

け
で
な
く
、
永
遠
に
生
け
る
者
を
救
済
し
て
歩
く
と
解
釈
も
で
き
る
。
こ
の
よ
う

な
十
字
架
を
も
っ
て
現
れ
る
キ
リ
ス
ト
の
図
は
、
一
四
八
七
年
に
ア
ン
ト
ワ
ー
プ

で
レ
ー
フ
ェ
ン
・
オ
ン
ス
・
へ
ー
レ
ン
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
木
版
画
「
三
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

清
ら
か
な
婦
人
の
前
に
現
れ
た
キ
リ
ス
ト
」
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

．
し
か
し
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
「
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
の
キ
リ
ス
ト
」
は
聖
霊
を
も
た

な
い
た
め
に
伝
統
的
図
像
上
で
は
分
類
不
可
能
で
あ
る
。
受
難
の
道
具
は
持
つ
が
、
．
、

聖
痕
は
な
い
。
こ
の
作
品
に
つ
い
て
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
は
満
足
し
て
は
い
ず
、
新

た
な
作
品
制
作
を
申
し
で
て
い
る
。
ワ
イ
ン
バ
ー
ガ
ー
は
、
ヴ
ァ
ー
リ
の
友
人
の

神
学
者
が
そ
の
特
異
性
上
設
置
場
所
を
変
更
さ
せ
た
た
め
に
、
設
置
を
依
頼
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

た
プ
リ
ッ
ツ
ィ
が
困
惑
し
た
、
と
推
測
し
て
い
る
。
た
七
か
に
、
こ
の
作
晶
は
大

胆
で
あ
り
、
設
置
場
所
が
後
に
決
定
さ
れ
た
点
も
不
可
解
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
r

ら
ず
、
こ
の
作
品
は
好
評
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
後
世
に
レ
プ
リ
カ
が
多
く
作
ら
れ
、

画
家
た
ち
に
よ
っ
て
も
模
写
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
新
し
い
キ
リ
ス
ト
像
の
伝
統
が

生
ま
れ
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
自
身
に
よ
っ
て
も
「
最
後
の
審
判
」
に
お
け
る
異
教

的
な
キ
リ
ス
ト
像
創
造
の
基
礎
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
大
変
理
想
化
さ
れ
て
い
る
た

め
に
図
像
上
区
外
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
も
解
釈
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
多
義
的
に
解
釈
で
き
る
図
像
と
い
う
点
で
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
ー
ネ
の
造
形
方
法
を
想

起
さ
せ
る
。
そ
こ
に
は
版
画
な
ど
の
普
及
に
よ
る
図
像
の
混
乱
、
宗
教
感
情
の
変

化
、
そ
こ
か
ら
生
じ
た
芸
術
家
の
自
由
が
か
い
ま
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

注

】
≦
鋤
冨
ぎ
≦
Φ
ぎ
げ
①
茜
①
き
ミ
勘
隷
馬
ミ
蒸
熱
き
Q
ぎ
奪
♂
き
ド
。
口
O
o
昌
・
Z
o
ミ
団
自
ぎ

一
〇
〇
メ
＜
o
一
．
一
噂
O
●
一
〇
。
。
h
h
・
　
O
げ
m
二
①
ω
匹
①
↓
o
ぎ
鋤
ざ
ミ
勘
ミ
ミ
慈
貯
ミ
寒
ミ
町
ミ
鼠

Ω
§
斜
℃
『
ぎ
o
o
8
昌
』
旨
ρ
O
眉
．
。
。
㊤
め
9
ワ
イ
ン
バ
ー
ガ
ー
は
、
「
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
の
キ
リ

ス
ト
」
の
形
態
上
の
特
徴
を
的
確
に
分
析
し
て
、
「
奴
隷
」
と
の
関
連
を
指
摘
し
て
い

る
。↓

o
ぎ
薗
ざ
尊
ミ
こ
U
O
・
8
め
㎝
．

＜
器
巴
－
じ
d
胃
0
8
匡
”
9
ミ
ミ
ミ
ミ
§
恥
ミ
ミ
ミ
、
L
≦
＝
9
昌
。
・
Z
9
。
O
o
戸
一
㊤
総
嘘
P
㎝
O
●

（
初
版
と
再
版
は
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
あ
る
。
）
　
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
『
ル
ネ
サ
ン
ス
画
人
伝
』
田

中
他
訳
、
白
水
社
、
冨
。
。
ド
署
b
誤
・
こ
の
彫
像
の
設
置
場
所
に
関
す
る
訳
に
は
修
正
が

必
要
で
あ
る
。

注
1
0
を
参
照
。

↓
げ
。
匹
ρ
映
註
識
。
。
鼻
。
q
冨
譜
湯
ミ
ミ
ミ
ミ
§
自
レ
O
O
。
。
噂
じ
d
Φ
「
＝
昌
も
．
N
＄
塗
ト
ー
デ
を
最
初
と

す
る
解
釈
史
に
つ
い
て
は
、
芝
①
ぎ
σ
Φ
彊
①
5
愚
．
ミ
4
P
b
。
O
。
。
－
昌
0
8
画
O
．
に
詳
し
い
。
こ

れ
ま
で
の
解
釈
の
歴
史
で
は
、
《
悲
し
み
の
人
説
》
（
目
げ
。
匹
ρ
お
O
。
。
…
タ
国
ぎ
①
β
お
紹
￥

《
悲
し
み
の
人
と
キ
リ
ス
ト
の
武
器
説
》
（
9
即
　
U
U
臼
嵩
昌
①
び
　
切
。
ヨ
Φ
時
坦
昌
伽
q
o
昌
　
N
⊆

①凶

､
ひ
q
o
昌
O
母
ω
8
＝
⊆
5
四
Φ
嵩
ユ
。
ω
国
二
〇
紹
『
』
ω
ω
o
げ
日
①
旨
。
霧
ヨ
曽
ロ
戸
影
ミ
職
§
譜
3

豪
レ
㊤
ま
も
・
＝
α
シ
《
復
活
の
キ
リ
ス
ト
説
》
（
い
9
N
」
㊤
O
μ
注
2
7
を
参
照
）
、
　
《
復
活
の

キ
リ
ス
ト
と
悲
し
み
の
人
の
複
合
説
》
（
↓
o
ぎ
9
。
ざ
魯
●
ミ
4
一
逡
。
。
秘
㊤
刈
O
）
に
別
れ
る
が
、

そ
の
境
界
は
実
に
曖
昧
で
あ
る
。
こ
の
図
像
上
の
不
可
解
さ
に
つ
い
て
の
日
本
で
の
検
討
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（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

　12

）

　11

）

（
1
3
）

（
1
4
）

（
1
5
）

は
熊
本
大
学
の
吉
川
登
氏
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
。
氏
は
一
九
八
七
年
美
術
史
学
会
西
部

会
で
、
こ
の
彫
刻
と
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
ル
リ
の
「
パ
ラ
ス
と
ケ
ン
タ
ウ
ロ
ス
」
な
ど
と
の
図

像
学
上
の
関
連
を
指
摘
し
よ
う
と
さ
れ
た
。
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
（
パ
ラ
ス
）
と
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
教
会

と
の
連
想
は
斬
新
で
あ
る
が
、
詳
し
い
内
容
は
論
文
を
読
ん
だ
上
で
検
討
し
た
い
。

国
9
。
円
。
ヨ
9
貯
ミ
ミ
8
欝
§
き
ミ
§
魯
ミ
盟
§
貸
篤
§
軌
§
ミ
さ
N
ミ

掬
園
鴇
8
音
、
O
①
昌
O
く
鎖
も
O
・
ω
O
N
山
O
ω
．
O
ご
く
9
昌
三
℃
即
2
0
食
軽
O
O
ρ
山
劇
o
o
N
）
旧
さ
ら
に
十

字
架
を
持
つ
裸
体
の
キ
リ
ス
ト
の
絵
画
は
ロ
ー
マ
の
サ
ン
・
タ
ン
ジ
ェ
ロ
城
に
あ
る
「
十

字
架
を
持
つ
キ
リ
ス
ト
と
日
曜
日
に
禁
止
さ
れ
た
職
業
」
（
ω
m
昌
竃
僧
嵩
写
9
で
、
画
家
は

不
明
で
あ
る
が
、
ウ
ン
ブ
リ
ア
・
マ
ル
ケ
出
身
と
思
わ
れ
る
。
o
h
．
し
d
凄
昌
。
↓
0
9
国
昌
P
ω
8
二
潜

ユ
。
＝
．
皇
土
o
o
8
「
ヨ
。
α
o
＝
国
二
＄
冨
階
o
q
凶
。
ω
P
ぎ
響
§
§
ミ
年
酒
Q
ミ
、
§
§
隔
凶
o
q
・
お
一
・

尚
、
本
文
で
触
れ
る
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
シ
エ
ナ
の
彫
刻
家
ヴ
ェ
ッ
キ
エ
ッ
タ
の
「
復

活
の
キ
リ
ス
ト
」
に
つ
い
て
は
注
（
2
7
）
を
参
照
。

＜
9
δ
δ
＝
o
O
ロ
9
。
N
N
o
巳
矯
ミ
警
ミ
葦
登
ぎ
ぎ
越
し
≦
自
9
5
P
H
O
o
。
心
、
O
．
o
。
o
。

犀
℃
雪
。
｛
降
ざ
ぎ
守
隷
§
恥
§
寒
期
ミ
q
恥
辱
寄
§
禽
§
ミ
♪
勺
訂
置
。
昌
即
。
器
晒

2
0
≦
網
O
『
貫
一
〇
〇
ρ
O
ロ
●
ω
O
ム
目
・
注
（
4
0
）
を
参
照
。

0
8
茜
≦
－
o
醐
沼
．
勘
§
謹
§
§
§
音
§
、
、
謹
§
越
、
喧
ご
器
謹
§
ミ
§
。
。
9
貫
国
8
嵩
ρ

一
〇
〇
P
訣
o
q
ω
¢
一
一
O
N
・

〉
霞
Φ
嵩
o
O
o
湯
量
ミ
ミ
ミ
ミ
慈
ミ
ミ
智
蜜
§
轟
き
、
き
国
「
o
言
ρ
一
。
。
軍
用
ロ
・
置
Q
。
．
…

↓
o
ぎ
塁
”
愚
・
職
勝
も
・
O
N
…
＝
Φ
「
げ
。
冨
く
8
昌
昌
㊦
β
ミ
§
馬
ミ
ミ
宣
ω
ε
け
画
o
q
帥
冨
も
’
一
8

≦
。
冨
鉱
鼻
糞
．
縛
§
§
謹
ミ
き
§
伽
p
O
×
h
。
『
魁
弘
§
も
・
合

こ
の
絵
画
の
中
に
は
後
の
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
芸
術
「
最
後
の
審
判
」
や
「
ペ
テ
ロ
の
礫

刑
」
と
同
じ
モ
テ
ィ
ー
フ
が
多
く
見
ら
れ
る
。

拙
稿
「
メ
デ
ィ
チ
家
礼
拝
堂
に
お
け
る
両
公
爵
像
の
現
名
称
へ
の
疑
問
」
「
デ
・
ア
ル
テ
一

第
三
号
、
昭
和
六
十
二
年
三
月
、
ロ
b
幽
．

O
訂
二
①
ω
島
①
日
。
剛
8
ざ
ミ
勘
曹
ミ
密
書
⑦
§
奪
♂
、
・
ぎ
ミ
ミ
・
》
§
ミ
甘
受
中
ぎ
8
件
8
、

一
翼
α
も
眉
■
ω
O
山
貸
邦
訳
、
田
中
英
道
訳
、
岩
波
書
店
、
署
・
ω
O
－
画
P
）

O
h
国
く
匹
旨
ω
①
己
げ
Φ
茜
－
＜
9
く
巴
P
ご
ら
§
a
儀
ミ
§
ミ
§
、
§
§
馬
卜
、
軌
8
§
轟
§

§
§
馨
醤
魯
幻
。
ヨ
P
一
〇
。
。
α
も
O
・
。
。
O
O
－
ω
b
。
ド
筆
者
は
リ
ン
ボ
に
つ
い
て
幾
つ
か
の
事

典
を
ひ
も
と
い
た
が
〔
注
（
2
1
）
参
照
〕
、
そ
れ
ぞ
れ
の
定
義
が
曖
昧
で
あ
っ
た
。
本
稿

提
出
直
前
に
知
っ
た
研
究
書
は
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
・
ゴ
ッ
フ
著
（
渡
辺
香
根
夫
、
内
田
洋
訳
）

「
煉
獄
の
誕
生
一
（
叢
書
ウ
ニ
ベ
ル
シ
タ
ス
b
。
O
ω
、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
〇
。
。
。
。
．
い
冨
o
ρ
ロ
①
ω

冨
O
o
豊
玉
≧
恥
ぎ
§
鳴
§
聖
餐
§
鳶
讐
国
島
二
〇
昌
ω
O
曽
剛
一
凶
目
母
9
目
O
Q
。
ご
で
あ
る
。

ゴ
ッ
フ
に
よ
れ
ば
、
煉
獄
に
つ
い
て
の
キ
リ
ス
ト
教
の
定
義
が
カ
ト
リ
ッ
ク
的
形
式
を
整

え
た
の
は
、
新
教
徒
の
拒
絶
の
せ
い
で
十
六
世
紀
の
ト
リ
エ
ン
ト
宗
教
会
議
以
後
に
な
る

（
戸
O
ω
）
、
要
す
る
に
「
・
、
、
ネ
ル
ヴ
ァ
の
キ
リ
ス
ト
」
の
制
作
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
異
教

徒
は
死
者
の
楽
園
に
お
け
る
幸
福
の
た
め
に
祈
り
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
あ
の
世
で
苦
し
む

縁
故
あ
る
死
者
の
た
め
に
祈
る
と
い
う
6
P
＄
為
ご
。
煉
獄
と
い
う
用
語
と
そ
の
場
所
が

明
確
に
姿
を
現
す
の
は
、
シ
ト
ー
会
士
の
聖
ベ
ル
ナ
ル
ド
ゥ
ス
（
一
一
五
三
年
没
）
の
説
教

（
こ
の
世
で
返
す
の
を
怠
っ
た
負
債
は
、
死
後
、
浄
罪
の
場
で
（
ぎ
O
霞
ひ
q
菩
監
σ
ロ
ω

δ
9
ω
）
、
最
後
の
一
ス
ー
に
至
る
ま
で
（
マ
タ
イ
五
・
二
六
）
、
百
倍
に
し
て
返
済
し
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
、
い
か
に
も
心
得
べ
し
》
（
層
・
曽
9
に
お
い
て
で
あ
る
。
煉
獄
信
仰
の
出

現
貧
嶺
O
山
N
8
）
は
キ
リ
ス
ト
教
の
想
像
領
域
の
空
間
的
・
時
間
的
枠
組
み
を
実
質
的
な
変

化
さ
せ
（
戸
劇
Y
・
・
一
一
五
〇
年
か
ち
＝
二
〇
〇
年
に
か
け
て
地
上
で
も
あ
の
世
で
も
、
キ
リ

ス
ト
教
界
で
は
大
が
か
り
の
地
図
改
訂
作
業
に
没
頭
し
た
（
7
。
。
）
。
リ
ン
ボ
の
思
想
は
同
じ

時
期
に
出
現
す
る
。
煉
獄
と
い
う
語
薯
彊
9
。
8
ニ
ロ
§
の
使
用
者
コ
メ
ス
ト
ル
（
＝
七
九

年
頃
没
）
に
よ
れ
ば
《
ラ
ザ
ロ
は
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
ふ
と
こ
ろ
に
お
か
れ
た
。
実
は
、
彼
は
地

獄
の
上
部
の
境
界
に
（
貯
ω
ξ
Φ
「
凶
〇
二
§
母
o
q
貯
。
凶
昌
冷
旨
＝
0
2
ω
）
に
い
た
の
で
あ
る
。
そ

の
場
所
に
、
救
霊
を
予
定
さ
れ
た
人
た
ち
の
魂
は
、
キ
リ
ス
ト
の
冥
府
降
下
ま
で
い
た
の

で
あ
る
。
こ
の
場
所
は
、
そ
こ
を
支
配
す
る
静
け
さ
ゆ
え
に
、
あ
た
か
も
わ
れ
わ
れ
が
母

の
ふ
と
こ
ろ
と
い
う
の
と
同
じ
よ
う
に
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
ふ
と
こ
ろ
と
呼
ば
れ
た
。
そ
れ

が
信
仰
の
最
初
の
道
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
℃
b
Q
。
○
。
）
》
。

　
（
こ
れ
か
ら
後
は
、
中
間
的
な
時
間
と
空
間
と
は
唯
一
の
煉
獄
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
…

キ
リ
ス
ト
以
前
の
義
人
と
受
洗
せ
ぬ
ま
ま
死
ん
だ
幼
児
の
た
め
に
、
な
に
か
ア
ブ
ラ
ハ
ム

の
ふ
と
こ
ろ
に
似
た
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
場
合
に
は
、
死
後
世
界
に
付
随
す
る
二
つ
の
場

所
、
す
な
わ
ち
族
長
た
ち
の
古
聖
所
（
リ
ン
ボ
）
と
幼
児
た
ち
の
宮
所
（
リ
ン
ボ
）
に
頼
る
こ
と

に
な
る
（
ロ
・
N
ω
海
）
》
。
さ
ら
に
美
術
で
は
り
ン
ボ
は
岩
穴
と
し
て
表
現
さ
れ
る
が
、
そ
の
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（
1
6
）

（
1
7
）

（
1
8
）

（
1
9
）

（
2
0
）

（
2
1
）

（
2
2
）

（
2
3
）

（
2
4
V

想
像
の
根
拠
は
火
口
（
例
え
ば
エ
ト
ナ
山
）
に
あ
る
と
い
う
（
眉
・
謹
）
。

平
川
祐
弘
訳
、
ダ
ン
テ
著
『
神
曲
一
河
出
書
房
新
社
、
お
O
。
。
、
O
レ
楠
．
「
地
獄
編
」
第
四

歌
、
認
よ
ド

】
≦
繭
＝
9
ρ
噌
α
】
≦
臨
器
旧
尋
§
職
鑓
眺
§
き
§
ミ
亀
醤
犠
讐
織
ミ
慰
、
§
塁
審
b
§
き
堕

μ
O
O
劇
噂
Z
①
≦
団
O
『
ぎ
h
凶
ひ
q
．
O
o
o
．

◎
8
剛
目
餌
〉
冨
器
幽
コ
①
q
o
ω
o
鋤
眉
①
O
O
臣
剛
目
．
】
≦
9
δ
⑦
ω
け
「
o
α
①
＝
、
O
馨
署
勢
昌
N
9
。
、
”
ω
9
昌
。
忌

国
Φ
霞
O
O
．
聞
♂
鵠
O
①
零
。
臼
ロ
ロ
9
腎
O
剛
O
§
6
0
り
”
婁
ミ
職
§
劇
N
お
Q
o
ρ
層
P
お
一
ω
刈
・

O
h
・
卜
鳩
愚
§
§
＆
§
鳶
ミ
§
、
壷
§
ミ
N
§
O
矯
O
一
曽
ω
ω
8
凶
α
O
＝
矯
〉
冨
①
．
閃
凶
N
N
O
甥
臣
剛
8
話

一
≦
自
口
乞
O
白
票
。
O
①
・
…
〉
・
国
四
億
ω
①
J
b
ミ
§
§
紺
誌
§
蕊
」
≦
O
昌
6
7
0
P
囲
0
2
猟
剛
o
q
ω
．
謡
矯
Q
o
劇
。

ヴ
ィ
ニ
ョ
ー
ラ
の
．
画
家
に
つ
い
て
は
、
切
「
⊆
昌
。
目
0
9
碧
P
魯
・
ミ
．
、
こ
臨
o
q
ω
。
。
㎝
ω
－
ω
望
．
を

参
照
。
マ
ン
テ
ー
ニ
ャ
の
版
画
に
つ
い
て
は
、
〉
尋
貫
冨
の
国
ぎ
9
畳
畳
§
§
§

簿
§
ミ
薦
＞
O
ユ
ニ
6
巴
O
二
巴
。
陰
①
≦
三
回
O
o
ヨ
且
①
け
①
国
。
想
8
自
信
9
凶
。
昌
。
職
〉
＝
昏
。

中
ぎ
3
u
O
ω
自
一
石
り
勺
勉
答
戸
h
凶
o
q
ρ
ρ
O
餌
・
…
＜
O
師
・
＜
噂
○
象
巴
O
磐
①
ロ
O
」
c
Q
山
㊤
・
を
参

照
。シ

エ
ナ
で
活
躍
し
た
画
家
ベ
ェ
ン
ヴ
ェ
ヌ
ー
ト
・
デ
ィ
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
（
o
・
置
。
。
O
山
㎝
一
。
。
）

の
裳
画
「
主
の
受
難
」
の
一
部
〔
リ
ン
ボ
の
キ
リ
ス
ト
〕
で
は
、
キ
リ
ス
ト
は
大
胆
に
背

後
か
ら
描
か
れ
る
が
、
従
者
は
い
な
い
。
O
噛
・
≧
§
6
将
§
、
勘
蜜
§
§
巴
貴
竃
o
O
轟
零

－
＝
凶
＝
ゆ
O
O
評
O
O
堅
目
餌
昌
ざ
Z
Φ
≦
く
O
「
ぎ
．
．
＝
ヨ
げ
O
讐
”
．

9
§
薯
彗
。
ミ
ミ
§
駄
駿
§
§
靭
ぎ
爵
§
寒
欝
§
轟
§
ミ
餐
㌔

匡
臼
拶
ロ
ω
o
q
①
o
q
O
げ
①
5
　
〈
O
昌
　
】
≦
餌
『
冨
昌
昌
O
　
ゆ
霞
脱
げ
驕
自
旨
”
　
】
≦
O
昌
O
げ
O
戸
　
お
Q
o
P
　
】
）
凶
O

．
＝
α
一
一
①
紘
p
腎
け
O
冨
凶
ω
二
（
竃
一
8
け
e
N
O
）
も
．
①
。
。
・
シ
ョ
ー
ン
ガ
ウ
ア
ー
の
作
品
で
は
キ
リ
ス

ト
は
一
人
で
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
リ
ン
ボ
の
入
口
へ
と
下
る
。

ω
O
貯
O
】
≦
m
《
O
評
9
0
≦
斜
O
凶
O
鳴
o
q
δ
昌
㊦
ω
　
《
↓
①
ヨ
O
①
ω
9
》
　
ロ
昌
O
U
里
雪
び
．
営
響
喧
．
O
§
魯

6
q
ミ
ミ
§
O
§
鷺
§
§
ミ
ミ
烏
紺
ミ
の
ミ
ミ
矯
く
O
ロ
①
N
剛
9
直
’
お
刈
Q
Q
旧
．
O
P
お
㎝
山
O
刈
引
目
『
①
O
傷
O
『

国
Φ
冒
①
き
．
い
O
田
ω
O
①
ロ
富
6
7
0
国
δ
§
O
昌
件
ぎ
ユ
O
「
犀
巴
凶
①
巳
零
げ
0
5
】
≦
旺
O
『
O
一
ユ
O
ω
一
①
．

一
二
げ
「
げ
償
昌
匹
①
詳
ω
u
ぎ
蜜
．
O
ミ
貸
ミ
§
ミ
紺
ミ
ミ
織
き
審
ミ
、
さ
ω
げ
ユ
津
O
口
↓
・
国
O
訂
O
屋

u
口
拶
昌
α
ω
矯
¢
「
9
0
嘗
9
鑑
ρ
ω
件
ロ
簿
o
q
鋤
冨
噛
μ
り
o
o
刈
（
『
樽
O
α
．
一
〇
b
o
3
”
O
O
・
一
Q
の
o
o
l
H
●
の
O
・

一
五
一
二
年
の
デ
ル
・
ピ
オ
ン
ボ
の
作
品
「
フ
ェ
リ
・
カ
ロ
ン
ド
ゥ
レ
の
肖
像
」
（
O
O
＝
8
餓
8

（
2
5
）

（
2
6
）

（
2
7
）

（
2
8
）

（
2
9
）

（
3
0
）

↓
ξ
馨
腎
じ
6
0
ヨ
。
日
δ
N
P
日
ロ
ひ
q
9
。
昌
。
）
の
背
景
の
建
物
は
ジ
ュ
リ
オ
・
カ
ン
パ
ニ
ョ
ー
ラ

の
版
画
「
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
」
や
「
賢
人
、
死
、
悪
魔
」
（
じ
d
ユ
ニ
移
竃
口
8
§
ご
の
背
景
の
借

用
の
よ
つ
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
版
画
は
さ
ら
に
ボ
ッ
シ
ュ
の
影
響
を
示
す
（
o
h
．
日
●
一
・
ω
一
⇔
芽
o
ρ

＝
陣
。
『
o
昌
醤
島
し
0
0
8
げ
僧
昌
α
胃
巴
ざ
山
§
蜜
轟
ω
o
冥
①
転
げ
①
「
お
胡
旧
Ψ
G
。
お
．
）
。

北
方
版
画
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
多
量
に
複
製
さ
れ
た
。
リ
ッ
プ
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
一
五
〇

六
年
か
ら
一
〇
年
に
か
け
て
ラ
イ
モ
ン
デ
ィ
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
ほ
ぼ
八
十
点
の
デ
ュ
ー

ラ
ー
版
画
を
模
写
し
た
（
o
h
岡
・
ド
号
喝
ヨ
霞
β
導
、
奪
δ
誉
魯
．
切
。
島
P
　
冨
O
ρ
O
・

一
8
）
。

図
勺
薗
昌
O
け
冒
ざ
§
鳴
卜
魯
喬
§
概
》
識
駄
》
奪
越
ミ
、
寒
ミ
3
中
ぎ
O
O
8
昌
口
昌
一
く
O
誘
凶
蔓

℃
『
Φ
8
℃
H
O
α
伊
U
戸
一
一
〇
一
　
一
一
．

ぐ
く
O
罵
o
q
9
昌
ひ
q
ピ
O
言
矯
、
、
N
＝
　
】
≦
8
『
O
『
罐
巴
O
ω
O
げ
ユ
ω
ε
ω
ぎ
ω
・
竃
拶
ユ
僧
　
ω
O
噂
『
薗

護
昌
。
「
毒
．
ご
昌
五
型
ミ
ミ
州
蕊
、
定
暮
ミ
q
§
ミ
遷
§
ミ
§
雲
霧
ミ
§
、
お
O
伊

しd

熕
唐
T
も
O
』
ら
ω
－
ぱ
O
幽
ロ
ッ
ツ
の
論
文
は
彫
刻
の
設
置
状
況
に
つ
い
て
最
も
詳
し
い
。
ざ

ら
に
ロ
ッ
ツ
は
図
像
学
上
の
分
析
に
お
い
て
、
シ
エ
ナ
の
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
デ
ル
ラ
・

ス
カ
ー
ラ
の
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
壁
寵
に
設
置
さ
れ
た
ヴ
ェ
ッ
キ
エ
ッ
タ
の
ブ
ロ
ン
ズ
彫
刻
「
十

字
架
を
も
つ
キ
リ
ス
ト
立
像
」
（
悲
し
み
の
人
と
復
活
の
キ
リ
ス
ト
の
合
成
）
と
の
比
較
か

ら
、
「
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
の
キ
リ
ス
ト
」
が
悲
し
み
の
人
で
は
な
く
、
古
代
の
美
を
意
識
し
た

復
活
の
キ
リ
ス
ト
と
解
釈
す
る
。
ヴ
ェ
ッ
キ
エ
ッ
タ
の
作
品
の
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
を
想
起
さ

せ
る
彫
刻
の
図
版
に
関
し
て
は
、
O
凶
。
『
o
q
δ
＜
曽
旨
拝
ト
き
8
多
き
馬
ミ
q
無
睾
§
§
、

隷
ミ
欝
δ
9
§
愚
な
δ
黛
ミ
蹴
》
§
ミ
紺
ら
尉
剛
勇
櫛
昌
ψ
げ
団
O
国
ω
8
5
9
Ω
鳥
①
＜
臼
ρ
Z
O
≦

躍
起
ぎ
一
零
P
戸
零
ド
参
照
。

Φ
Φ
σ
「
o
自
①
≦
「
Φ
ぴ
①
き
】
W
O
ヨ
。
「
評
諾
昌
o
q
①
昌
N
ロ
」
≦
一
〇
『
O
一
9
0
昌
ひ
q
O
一
〇
ω
0
7
「
一
ω
誓
ω
ぎ
ω
」
≦
費
一
9

ω
o
O
『
僧
冨
貯
①
零
P
壽
ミ
Q
、
誉
魯
§
偽
譜
鳶
、
さ
§
。
り
督
ら
ミ
ら
出
塁
〈
o
ド
×
×
一
一
唱
お
O
P

箸
』
O
一
幽
O
ρ
ロ
ッ
ツ
の
論
文
の
補
遺
と
も
言
う
べ
き
小
論
で
、
彫
刻
の
設
置
状
況
を
明

確
に
し
て
い
る
。

〉
尋
＝
『
之
【
・
出
ぎ
負
毎
§
§
妬
さ
§
ら
、
智
§
譜
騎
雰
S
遷
駄
ミ
q
O
遠
§
、
自
》
O
O
く
O
「

勺
岱
げ
臨
6
宝
物
〇
P
Z
①
≦
「
団
O
『
閑
矯
O
・
㎝
劇
伊
h
蒔
・
ω
O
幽
．

O
噛
．
寒
ミ
6
冨
ミ
ミ
勘
穿
亀
ら
ξ
§
愚
．
ミ
卿
矯
、
．
O
O
ヨ
ぎ
冒
餌
昌
ω
且
「
凶
ε
鎚
嵩
蔓
．
．
●
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）

（
3
2
）

（
3
3
）

．
（
3
4
）

（
3
5
）

（
3
6
）
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）

　37
）

（
3
9
）

矢
崎
美
盛
事
『
ア
ヴ
ェ
マ
リ
ア
』
岩
波
書
店
、
一
8
ρ
ロ
P
一
一
一
山
b
。
一
●

甲
巴
①
ユ
渥
》
暮
塾
き
鳶
職
ミ
津
軌
ミ
鳶
§
職
壽
曽
§
、
穿
慧
§
タ
ピ
o
a
。
p

一
〇
ミ
も
唱
』
ω
9
臨
o
q
ω
■
㊤
O
＞
”
O
O
閃
・
（
邦
訳
、
中
森
義
宗
訳
『
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
絵
画
と
そ
の

社
会
的
背
景
』
岩
崎
美
術
社
、
一
九
六
八
年
、
，
b
。
8
．
団
o
q
ψ
一
一
〇
山
陰
し

♂
轟
》
P
一
巽
前
掲
書
「
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
絵
画
と
…
』
、
，
一
曲
鱒
参
照
。
こ
の
主
題
は
イ

タ
リ
ア
よ
り
も
北
方
諸
国
で
普
及
し
た
。
し
か
し
、
〈
悲
し
み
の
人
V
は
、
こ
の
著
書
の

図
一
六
二
に
も
あ
る
よ
う
に
、
イ
タ
リ
ア
で
も
普
及
し
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
典
拠
は
、
当
時
で
は
う
フ
ァ
エ
ル
ロ
や
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
に
よ
っ
て
絵
画
の
テ
レ
マ

に
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
拙
稿
『
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
作
〈
ド
ー
二
の
聖
家
族
〉
の
背
景
に

つ
い
て
」
、
「
大
阪
府
立
大
学
紀
要
（
人
文
・
社
会
）
』
第
三
十
六
巻
、
一
九
八
八
年
、
”
P
O

山
O
．

9
β
。
号
。
。
α
①
↓
巳
轟
ざ
寒
』
ミ
§
儀
寒
。
蓉
、
ミ
ミ
叫
暮
§
轄
ミ
Z
①
≦
〈
o
『
ぎ

一
〇
忠
．
署
・
。
。
山
一
・
（
邦
訳
、
上
平
貢
訳
『
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
・
芸
術
と
思
想
」
昭
和
五
七

年
、
一
九
頁
以
下
〉
…
＜
巴
。
ユ
o
O
轟
N
N
o
旦
§
・
静
思
P
ω
。
。
－
ω
ρ
拙
稿
「
ド
ナ
テ
ル
ロ
作

〈
ユ
デ
ィ
ッ
ト
〉
の
設
置
場
所
変
遷
に
つ
い
て
」
大
阪
府
立
大
学
「
人
文
学
論
集
』
第
一

集
、
一
九
八
三
年
、
箸
。
刈
一
・

ヤ
コ
ブ
ス
・
デ
・
ウ
ォ
ラ
ギ
ネ
「
黄
金
伝
説
」
」
（
前
田
敬
作
・
今
村
孝
訳
）
人
文
書
院
、

一
九
七
九
年
、
戸
認
一
・
さ
ら
に
過
去
に
さ
か
の
ぼ
る
と
聖
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
、
聖
ア

ン
プ
ロ
シ
ウ
ス
、
聖
ア
タ
ナ
シ
ウ
ス
や
初
期
の
教
父
た
ち
が
、
キ
リ
ス
ト
は
鞭
打
刑
と
十

字
架
刑
の
と
き
完
全
に
裸
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
、
と
い
う
（
o
h
類
。
ぎ
σ
o
ひ
q
o
き
愚
．
ミ
こ

P
b
ρ
O
o
o
．
）
。

≦
o
ぎ
げ
①
お
。
さ
愚
・
黛
野
O
・
b
。
8
辱

零
Φ
貯
ぴ
艘
o
q
o
r
愚
．
織
跳
も
』
2
●
ヴ
ァ
ー
リ
の
ロ
ー
マ
に
お
け
る
代
理
人
リ
ォ
ナ
ル
ド
・

セ
ッ
ラ
イ
オ
の
勧
め
で
、
・
、
、
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
は
最
初
の
失
敗
作
品
を
ヴ
ァ
ー
リ
に
贈
呈
し

た
（
口
d
震
o
o
o
9
9
薦
皆
ミ
ミ
勘
ミ
ミ
慈
登
自
．
国
話
5
N
ρ
お
O
メ
，
ω
ω
¢
）
。
そ
の

作
品
が
ヴ
ァ
ー
リ
・
ポ
ル
カ
ー
リ
邸
の
中
庭
に
あ
っ
た
と
い
う
一
五
五
六
年
の
報
告
が
あ

る
。
（
g
q
嵩
馨
≧
巳
寳
碧
9
さ
§
3
ま
。
ら
ト
。
串
）
。

い
Q
貫
愚
．
ミ
も
陰
に
伊
ぎ
け
Φ
ω
b
。
．
こ
の
作
品
制
作
よ
り
も
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、
ミ
ケ

（
4
0
）

　42

）

　41

）

ラ
．
ン
ジ
ェ
ロ
は
教
皇
パ
ウ
ル
ス
三
世
と
の
会
話
に
お
い
て
、
古
代
作
品
の
中
に
あ
る
精
神

的
美
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。

剛
雪
o
h
ω
障
ざ
§
§
ミ
…
胃
魯
．
竃
罰
薯
●
軽
O
－
禽
．
キ
リ
ス
ト
が
聖
母
の
前
に
現
れ
た
と

は
聖
書
に
は
な
い
。
し
か
し
、
西
欧
美
術
で
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
版
画
に
あ
る
よ
う
に
、

十
字
架
刑
の
金
曜
日
と
復
活
の
日
曜
日
と
の
間
に
聖
母
の
家
に
現
れ
た
場
所
が
描
か
れ

た
。
し
か
し
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
に
よ
れ
ば
、
家
が
描
か
れ
な
い
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
の
作
品

の
意
図
は
、
地
上
や
煉
獄
で
よ
り
も
天
上
に
お
け
る
死
者
の
魂
の
永
遠
の
と
り
な
し
に
あ

る
と
い
う
。
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
場
合
は
、
ど
こ
に
お
け
る
と
り
な
し
で
あ
る
か
判
然
と

し
な
い
。
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げ
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≦
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ぎ
伽
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．
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計
ロ
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零
一
・
塗
ひ
q
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O
●

≦
①
ぎ
げ
臼
o
q
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5
魯
．
職
黛
戸
b
o
8
●

〔
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は
昭
和
六
十
三
年
度
科
学
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究
費
一
般
研
究
C
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「
ミ
ケ
ラ
ン
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ェ
ロ
と
ド
ミ
ニ

　
　
　
コ
派
と
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関
係
」
の
研
究
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成
果
の
一
部
で
あ
る
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